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豊かな自然 歴史と文化に彩られた 果樹園交流のまち 甲州市



平成 29年 3月 2

　「
人
口
減
少
社
会
」
と
い
う
言
葉
に
見
え
隠
れ
す
る
負
の

イ
メ
ー
ジ
の
数
々
・
・
・

　
日
本
全
体
で
抱
え
る
こ
の
問
題
は
、
こ
の
ま
ち
で
も
避
け

る
こ
と
の
で
き
な
い
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　
人
口
減
少
社
会
の
先
進
国
と
も
い
え
る
こ
の
国
の
、
特
に

人
口
減
少
が
加
速
す
る
地
方
の
あ
り
方
は
、
い
ず
れ
こ
の
状

況
を
迎
え
る
で
あ
ろ
う
世
界
各
国
に
解
決
策
を
提
示
で
き
う

る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

　
新
た
な
局
面
を
迎
え
る
こ
の
ま
ち
の
未
来
は
必
ず
し
も
暗

い
も
の
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
幸
せ
溢
れ
る
暮
ら
し
が
、
一
人

ひ
と
り
が
い
き
い
き
と
輝
く
こ
と
が
で
き
る
未
来
が
必
ず
あ

り
ま
す
。

　
今
月
の
広
報
で
は
「
未
来
を
つ
む
ぐ
ま
ち
」
を
テ
ー
マ
に

甲
州
市
の
現
状
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
明
る
い
未
来

を
皆
さ
ん
と
描
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
「
甲
州
市
ま
ち
づ
く
り

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
か
ら
お
伝
え
し
ま
す
。

つ
む

ま
ち

未
来

ぐ

を

特集
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※
日
本
全
国
で
今
後
さ
ら
に
深
刻
化
す
る
と
予
想
さ
れ
る
「
人
口
減
少
」
と
い
う
言
葉
か
ら
連
想
さ
れ
る
事
象
の
イ
メ
ー
ジ

3



平成 29年 3月 4

to
p
ic1

甲
州
市
の
す
が
た

　甲州市の現状と予想。国立社会保
障・人口問題研究所（社人研）や国
勢調査の結果から、日本全体に人口
減少の波が押し寄せています。甲州
市の過去・現在、そして未来につい
て考えてみませんか。

図１及び図２：甲州市人口ビジョンより

　

甲
州
市
の
総
人
口
は
平
成
７
年
を

ピ
ー
ク
に
減
少
を
続
け
て
い
ま
す
。
平

成
２
年
に
老
年
人
口
（
65
歳
以
上
）
が

年
少
人
口
（
15
歳
未
満
）
を
上
回
り
、

平
成
12
年
に
は
、
高
齢
化
率
が
24
％
に

達
し
、
超
高
齢
社
会
へ
突
入
し
て
い
ま

す
。
甲
州
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
、
図

１
の
よ
う
な
下
降
線
を
た
ど
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
は
加
速

し
、
対
策
が
急
務
と
な
り
ま
す
。

人
口
減
少
が
も
た
ら
す

　
　
　
　
　
　
　

未
来

　

人
口
減
少
は
、
そ
の
過
程
で
必
ず
高

齢
化
を
伴
い
、
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
な

る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
→
高
齢
化
の
加
速
→
働
く

人
口
（
生
産
年
齢
人
口
）
が
減
少
→
総

人
口
も
減
少
→
モ
ノ
が
売
れ
な
い
→
モ

ノ
を
作
ら
な
い
（
経
済
規
模
が
縮
小
）

→
若
者
が
故
郷
を
出
る
→
少
子
化
の
加

速
→
人
口
減
少
・
・
・

　

ま
た
、
人
口
減
少
に
伴
う
急
速
な
少

子
高
齢
化
は
、
現
役
世
代
・
将
来
世
代

の
負
担
を
増
大
さ
せ
ま
す
。
保
険
、
年

金
、
医
療
、
介
護
な
ど
の
社
会
保
障
に

係
る
負
担
が
増
え
、
現
役
世
代
・
将
来

世
代
は
自
分
た
ち
の
生
活
が
立
ち
行
か

な
く
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
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特集

図１．年齢区分別人口推計（昭和 60 年～平成 72 年）
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図２．年齢区分別構成割合（昭和 60 年～平成 72 年）

立
ち
行
か
ぬ
暮
ら
し

　

人
口
減
少
は
、
公
と
民
の
各
種
取
り
組

み
の
規
模
を
縮
小
さ
せ
、
経
済
も
低
迷

さ
せ
ま
す
。
地
域
を
支
え
る
人
材
も
不
足

し
、
地
域
社
会
の
活
力
が
低
下
す
る
と
、

生
活
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
商
店
な
ど
が
廃

業
・
撤
退
に
追
い
込
ま
れ
、
日
常
の
買
い

物
や
医
療
な
ど
、
地
域
住
民
の
生
活
に
不

可
欠
な
生
活
サ
ー
ビ
ス
が
低
迷
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
も
困

0％

20％

40％

60％

80％

100％

平成72年平成27年昭和60年
7.6％11.8％22.6％

47.2％
54.7％

64.4％

45.2％
33.5％

15.6％

■年少人口（15歳未満）　　■生産年齢人口（15～64歳）　　■老年人口（65歳以上）

難
に
な
り
、
学
校
・
保
育
所
・
病
院
な
ど

多
く
の
公
共
施
設
の
閉
鎖
が
余
儀
な
く
さ

れ
ま
す
。
結
果
、
地
域
全
体
の
基
盤
の
維

持
が
困
難
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
産

業
に
お
い
て
も
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。
甲
州
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
は

高
齢
化
の
問
題
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
で
す

が
、
更
な
る
担
い
手
不
足
の
問
題
に
直
面

す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

減
少
を
緩
や
か
に

　

人
口
減
少
を
少
し
で
も
緩
や
か
な
も
の

に
し
、
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
何
が
大

切
な
の
か
。
市
で
は
、「
甲
州
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
及

び
「
甲
州
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合

戦
略
」
を
策
定
し
、
個
性
を
明
確
に
し
た

独
自
施
策
を
展
開
し
、「
選
ば
れ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
ち
を
未
来
に
残
す

　

人
口
減
少
が
緩
や
か
に
な
り
、
い
き
い

き
と
活
力
に
溢
れ
た
暮
ら
し
を
営
み
続

け
ら
れ
る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
、
個
人

が
で
き
る
こ
と
、
家
族
や
仲
間
と
で
き
る

こ
と
、
地
域
と
し
て
で
き
る
こ
と
、
ま
ち

と
し
て
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

ヒ
ン
ト
を
つ
か
む
た
め
、「
甲
州
市
ま
ち

づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

65 歳 以 上
１ 人 を 1.6
人で支える

65 歳 以 上
１ 人 を 1.0
人で支える

65 歳 以 上
１ 人 を 4.1
人で支える



　

甲
州
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
（
※
１
）
に

基
づ
き
、
平
成
21
年
か
ら

「
甲
州
市
ま
ち
づ
く
り
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
１
月
22
日
に
は
、

第
７
回
と
な
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
、（
株
）
日
本
総
合

研
究
所
の
藻
谷
浩
介
さ
ん

に
よ
る
講
演
と
、
地
域
を
元

気
に
す
べ
く
取
り
組
む
皆

さ
ん
を
パ
ネ
ラ
ー
に
招
き
、

甲
州
市
の
未
来
を
つ
む
ぐ

た
め
の
ヒ
ン
ト
に
つ
い
て

語
り
合
い
ま
し
た
。

Panelists

Discussion

パ ネ リ ス ト 紹 介

討　論

藻谷 浩介 さん

高安 一 さん大木 貴之 さん

坂野 由美子 さん 鶴岡 舞子 さん

（株）日本総合研究所　主席研究員

山口県生まれ。平成合併前 3,200 市町村のすべて、海外
75 ヶ国をほぼ私費で訪問し、地域特性を多面的に把握。
2000 年頃より､ 地域振興や人口成熟問題に関し精力的
に研究 ･ 著作 ･ 講演を行う。2012 年より現職。近著に「デ
フレの正体」( 角川 One テーマ 21)､「里山資本主義」( 角
川 One テーマ 21)､「金融緩和の罠」( 集英社新書 )､「し
なやかな日本列島のつくりかた」( 新潮社 )､「和の国富論」
( 新潮社 )。

勝沼町在住。平成１５年から地元の有志
４人で始めた朝市会の代表。毎月第１
日曜（１月を除く）に開かれ、すでに
１４０回を超える歴史を誇り、県内外
から多くのお客さんが訪れ、現在では
２００近くの多種多様な出店があり、広
い会場を埋め尽くす。「高齢者」や「子
育てをするお母さん」や「家庭の主婦」
の皆さんが、自分の能力を発見し、自分
がやりたいことを実現できる、仲間づく
りもできる、そんな場所にもなっている。

甲府市在住。（株）LOCAL STANDARD 代
表。都内で PR・広告業などを経験の後、地
元山梨へ。「地方こそ人材が必要。それには
場が大切。まず人の集まる場をつくろう」 
と、2000 年に「FourHearts Cafe」をオー
プン。「ジャンルにとらわれず選りすぐりの
食材を提供することで様々な分野の人を集
める」ことを提案・実践。まずは地場産業
を日常利用するという習慣をつくり出し、
積み重ねることによって地域独自の文化が
生まれ育つことを１０年間現場に立ち実践。
ワインツーリズムでは代表理事を務める。

塩山在住。東京農業大学を卒業後、甲州市に移住し、地域おこし
協力隊に従事（2011 年～ 2013 年）。耕作放棄地の新たな利活
用の視点から 2014 年に〈摘み草のお店 つちころび〉を立ち上げ、
野草の加工品の販売や、実践的に野草を扱うための〈摘み草実践
スクール〉を展開。県内外のマーケットへの出店、着地型観光の
体験イベント開催、市内保育園での野草給食の取り組みや、教育
関係の講演活動なども多く行っている。

勝沼町在住。関東学院大学工学部建築学科　首席卒業後、
地元建設会社勤務、その後、渡英（ロンドン芸術大学、ヨー
ロッパ周遊）。2005 年、( 有 )aat+ ヨコミゾマコト建築設
計事務所を経て、2009 年に S PLUS ONE　一級建築士事
務所を設立。地元材を用いた建築等を手がける。
・共愛学園前橋国際大学４号館プロポーザル　佳作
・グッドデザイン賞　受賞【杉ハウス , 松ハウス】

かつぬま朝市会代表（一社）ワインツーリズム代表理事

S　PLUS　ONE　一級建築士事務所／建築家 元甲州市地域おこし協力隊／野草研究家

※１　甲州市のまちづくりの基本方針をまとめたもの。

topic2
甲州市まちづくり
シンポジウム

“やっぱり　にっこり”
甲州市まちづくり創生事業

つ
む

ま
ち

未
来

ぐ

を

特集

満席となった会場。パネリストと参加者が甲州市の未来を語り合いました。
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「
地
消
地
産

4

4

4

4

」
が
大
切

藻
谷　
パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
さ
ん
は
「
地
消
地

産
」
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

「
地
産
地
消
」
は
、
地
元
で
と
れ
た
も
の
を
売

り
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
。

「
地
消
地
産
」
と
は
、
地
元
の
人
が
食
べ
て
い

る
も
の
（
消
費
し
て
い
る
も
の
）
を
な
る
べ

く
地
元
産
に
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
。（
地

元
産
比
率
を
高
め
る
）

地
消
地
産
は
、
物
販
と
飲
食
が
あ
り
、
そ
の

根
幹
が
農
業
で
あ
り
、
非
常
に
大
切
で
す
。

坂
野
さ
ん
は
地
元
材
の
建
築
等
を
行
っ
て
お

り
、
こ
の
「
木
の
地
消
地
産
」
は
す
ご
く
重

要
で
す
。

日
本
は
世
界
第
３
位
の
木
材
使
用
国
で
す
。

１
位
が
ア
メ
リ
カ
、
２
位
が
中
国
、
３
位
が

日
本
。
こ
れ
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
※
２
）
と
ま
っ
た

く
同
じ
順
位
と
な
り
ま
す
。

多
く
の
木
を
使
っ
て
い
る
の
に
、
そ
の
７
～

８
割
を
輸
入
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
、
世

界
で
最
も
木
が
生
え
や
す
い
先
進
国
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
山
梨
県
を
み
て
も
、
８
割

以
上
が
森
林
で
す
。
そ
れ
を
使
わ
ず
に
外
国

か
ら
大
量
に
輸
入
し
、
多
く
の
コ
ス
ト
が
か

か
っ
て
い
ま
す
。
地
元
に
あ
る
木
を
活
用
す

る
取
り
組
み
は
素
晴
ら
し
い
で
す
。
ま
た
、

デ
ザ
イ
ン
の
地
消
地
産
と
い
え
ま
す
。

地
元
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
る

点
も
素
晴
ら
し
い
で
す
。

 「
若
者
受
入
」
の
た
め
に

 

鶴
岡　
甲
州
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
（
※
３
）

を
経
て
、
現
在
は
独
立
し
、
野
草
研
究
家
と

し
て
歩
ん
で
お
り
ま
す
。

地
方
に
行
く
と
仕
事
が
な
い
と
、
10
年
前
も

同
じ
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

ど
う
し
て
私
が
移
住
か
ら
起
業
し
、
低
空
飛

行
で
あ
り
な
が
ら
も
収
入
を
得
な
が
ら
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
応
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
暮

ら
し
て
い
る
の
か
？
と
い
う
定
住
プ
ロ
セ
ス

の
解
明
に
協
力
隊
と
い
う
存
在
の
意
味
が
あ

り
ま
す
。
山
梨
に
来
て
最
初
に
地
域
の
方
と

持
っ
た
接
点
は
「
無
尽
」
で
し
た
。
山
梨
な

ら
で
は
の
人
と
の
距
離
感
を
感
覚
的
に
教
わ

り
な
が
ら
、
接
点
を
早
い
段
階
で
築
く
こ
と

が
で
き
た
こ
と
が
非
常
に
良
か
っ
た
で
す
。

就
農
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
は
支

援
制
度
が
な
く
断
念
し
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
、
改
め
て
地
域
と
の
関
わ
り
方

に
す
ご
く
悩
み
ま
し
た
。
卒
業
し
た
一
期
生

が
３
名
、
現
役
が
３
名
の
計
６
名
が
甲
州
市

の
協
力
隊
で
い
ま
す
が
、
退
任
後
の
定
住
率

は
１
０
０
％
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
受
け
入

れ
て
く
れ
た
地
域
の
皆
さ
ん
に
感
謝
の
心
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
仕
事
は
、
作
業
の
た

だ
の
お
手
伝
い
さ
ん
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地

域
お
こ
し
の
専
門
を
学
ん
で
き
た
国
の
派
遣

職
員
で
も
な
ん
で
も
な
く
、
た
だ
の
移
住
希

望
の
若
者
で
す
。

地
方
で
自
己
実
現
し
た
い
若
者
の
生
活
補
助

の
よ
う
な
制
度
で
す
。
し
か
し
、「
地
域
お
こ

し
」
と
看
板
が
つ
く
こ
と
で
、
地
域
に
利
益

シンポジウムの足跡
H i s t o r y

第１回まちづくりシンポジウム
（平成２１年）
「市長と語ろう私たちのまち」
■エリア　市内全域
◎河川や水の大切さを再認識⇒田草川
調査隊が復活し、平成２２年から「川
ある～き」として事業化し、毎年開
催（平成２６年は台風のため中止）

第２回まちづくりシンポジウム
（平成２２年）
「このまちの宝もの、再発見」
■エリア　塩山地域（南地区）
◎ポイント　フィールドワークから、
まちの宝（於曽公園など）を再発見
⇒平成２７年度から公園リニューア
ル事業を展開

第３回まちづくりシンポジウム
（平成２３年）
「このまちの宝もの、再発見」
■エリア　塩山地域（北地区）
※東日本大震災により、座談会を開催
◎ポイント　商店街から１歩入った路
地が狭く不便⇒「甲州市狭あい道路
整備検討委員会」を設置し、事業化
に向けて取り組む

第４回まちづくりシンポジウム
（平成２４年）
「このまちの宝もの、再発見　Part3」
■エリア　中部地域（勝沼地域）
◎ポイント　果樹園風景を大事にした
い⇒甲州市景観計画（平成２５年度）
を策定、その後、ガードレールを景
観配慮色（甲州ブラウン）に塗り替
える事業などを実施中

第５回まちづくりシンポジウム
（平成２６年）
「このまちの宝もの、再発見　Part4」
■エリア　南部地域（大和地域）
◎ポイント　　自然（山々）を中心と
した観光資源がある⇒講師の天野和
明さん（アルピニスト・甲州市観光
大使）が、大菩薩周辺を「甲州アル
プス」として発信することを提案し、
市も甲州大菩薩ネルチャークラブ等
と連携し、ＰＲ用パンフレットや日
本手ぬぐいを制作。

第６回まちづくりシンポジウム
（平成２７年）
「このまちの宝もの、再発見　Part5」
■エリア　北部地域（玉宮・神金・大藤・
松里地域）
◎ポイント　水文化や歴史文化の大切
さを再認識⇒文化財課を中心に歴史
的風致維持向上計画を策定中

※２　国内総生産（国内で一定の間に生産されたモノやサービスの付加価値の合計額）

広報こうしゅう7
※３　地方自治体から委嘱を受け、地域で生活し、様々な地域協力活動を行っていく総務省の事業。
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を
も
た
ら
す
何
か
を
興
し
て
く
れ
る
人
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
ま
す
。
活
動
内
容
は

そ
れ
ぞ
れ
に
テ
ー
マ
が
あ
り
ま
す
が
「
ひ
と

り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
で
す
。
３
年
間
と
い
う
任
期
に

何
も
知
ら
な
い
よ
そ
か
ら
来
た
若
者
が
地
域

お
こ
し
で
き
た
ら
、
ど
う
思
い
ま
す
か
？
地

域
お
こ
し
っ
て
そ
も
そ
も
何
だ
ろ
う
、
と
思

い
ま
す
。

藻
谷　
全
国
で
は
、
制
度
終
了
後
、
残
り
た

い
け
ど
、
残
れ
ず
に
帰
る
人
が
半
分
く
ら
い

で
す
。
甲
州
市
は
全
員
残
っ
て
い
る
の
は
素

晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
こ
の
制
度
は
税
金
の

額
と
効
果
か
ら
す
る
と
、
も
の
す
ご
く
効
率

の
良
い
制
度
だ
と
感
じ
ま
す
。
人
件
費
は
数

百
万
程
度
で
、
道
路
５
メ
ー
ト
ル
作
る
の
と

同
じ
く
ら
い
の
金
額
で
す
。
ど
う
に
か
地
域

に
根
ざ
し
て
生
き
る
方
法
を
見
つ
け
る
と
い

う
、
若
者
が
地
方
で
生
き
る
モ
デ
ル
に
な
っ

て
欲
し
い
で
す
。
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

風
を
入
れ
る
と
い
う
役
割
が
果
た
さ
れ
て
い

れ
ば
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
役
割
は
達
成

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

鶴
岡　
「
定
住
」
は
ひ
と
つ
大
き
な
目
標
に
な

り
ま
す
。
ど
ん
な
形
で
あ
っ
て
も
こ
の
地
域

に
残
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
成
功
だ
と
思
い
ま

す
。「
制
度
で
お
金
を
掛
け
た
か
ら
残
れ
」
で

は
な
く
て
、「
制
度
で
お
金
を
か
け
た
若
者
が

こ
の
地
に
残
れ
る
か
」、
協
力
隊
の
人
生
３
年

間
と
い
う
時
間
を
引
き
換
え
に
、
地
域
や
行

政
が
、
こ
の
ま
ち
の
活
性
化
の
た
め
に
風
穴

を
あ
け
ら
れ
た
か
ど
う
か
が
重
要
だ
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、
女
性
の
意
見
と
し
て
、
地
方
だ
と
結

婚
し
て
「
嫁
」
と
い
う
立
場
だ
と
、
地
域
で

意
見
を
言
え
る
場
に
出
さ
せ
て
も
ら
え
な
い

と
い
う
気
質
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。
協
力
隊

と
い
う
立
場
で
地
域
の
話
し
合
い
な
ど
に
参

加
で
き
て
も
、
例
え
ば
、「
お
嫁
さ
ん
」
と
い

う
立
場
だ
っ
た
ら
、
そ
の
場
所
に
参
加
す
る

こ
と
さ
え
な
い
の
で
は
、
と
感
じ
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

「
お
嫁
さ
ん
」
と
い
う
存
在
は
、実
質
的
に
「
移

住
者
」
と
い
う
存
在
に
一
番
近
い
と
思
い
ま

す
。
お
嫁
さ
ん
し
か
り
、
移
住
者
を
い
か
に

地
域
の
表
舞
台
に
出
せ
る
か
が
、
ま
ち
づ
く

り
に
非
常
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

甲
州
民
家
の
可
能
性

坂
野　
私
は
田
舎
暮
ら
し
ツ
ア
ー
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、
単
に
移
住
者
支
援
を
積
極

的
に
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
る
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
甲
州
市
に
は
古
民
家
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
こ
れ
が
空
き
家
に
な
り
ま
す
。

一
方
で
、
そ
う
い
う
古
民
家
に
住
み
た
い
と

い
う
声
も
た
く
さ
ん
耳
に
し
ま
す
。こ
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
し
て
、
古
い
民
家
を
残
す
活
動
を

し
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
田
舎
暮
ら
し
ツ

ア
ー
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
仕
事
に
繋
が

り
、
古
い
建
築
物
が
残
り
、
美
し
い
景
観
が

残
る
と
素
敵
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
共
感

し
て
く
れ
る
移
住
者
が
増
え
る
と
い
い
な
と

感
じ
ま
す
。

つ
む

ま
ち

未
来

ぐ

を

特集
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か
つ
ぬ
ま
朝
市
の

　
　
　
　
　
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

高
安　
テ
ン
ト
１
つ
と
地
域
の
野
菜
を
か
き

集
め
て
始
ま
っ
た
朝
市
で
す
が
、
こ
ん
な
ス

ト
ー
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。
唐
突
に
、
パ
ン
を

売
り
た
い
と
い
う
女
の
子
が
現
れ
、「
私
、
店

出
し
た
い
ん
で
す
」
と
言
い
出
し
ま
し
た
。

何
か
や
り
た
い
人
を
応
援
す
る
の
が
、
僕
た

ち
の
役
割
だ
と
思
っ
て
応
援
し
ま
し
た
。
自

分
が
作
っ
た
パ
ン
を
お
客
さ
ん
が
喜
ん
で
く

れ
て
、
そ
の
対
価
に
お
金
が
存
在
し
た
こ
と

は
彼
女
に
と
っ
て
、
非
常
に
嬉
し
い
出
来
事

で
し
た
。
某
企
業
の
新
車
を
背
広
を
着
て
売

り
出
そ
う
と
す
る
男
性
が
現
れ
ま
し
た
。
朝

市
の
場
の
雰
囲
気
か
ら
、
彼
は
「
僕
、
朝
市

に
似
合
わ
な
い
」
と
考
え
、
遊
覧
や
送
迎
に

車
を
使
い
た
い
と
申
し
出
て
く
れ
ま
し
た
。

パ
ン
を
売
り
た
い
彼
女
や
新
車
を
持
っ
て
き

た
彼
を
初
め
か
ら
断
っ
て
い
れ
ば
、
何
も
起

き
な
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。こ
の
ス
ト
ー
リ
ー

に
は
、
続
き
が
あ
り
、
車
の
彼
が
、
パ
ン
の

彼
女
に
僕
の
車
の
中
で
売
っ
て
み
な
い
か
？

と
持
ち
か
け
、
や
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
こ
れ

が
バ
カ
売
れ
し
、
１
年
後
に
は
、
彼
女
は
勝

沼
町
に
店
を
構
え
、
有
名
店
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
ど
ん
ど
ん
輪
が
広
が
り
、
朝
市

と
い
う
場
が
、
起
業
す
る
際
の
助
走
期
間
に

な
り
う
る
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
何
か
を

や
り
た
い
人
が
、
地
元
で
店
を
オ
ー
プ
ン
す

る
手
助
け
が
で
き
る
！
と
思
い
ま
し
た
。
現

在
10
店
舗
近
く
地
元
で
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
な
輪
が
地
域
活
性
化
に
繋
が
っ

て
い
く
の
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

藻
谷　
ま
さ
に
「
地
消
地
産
」
で
す
ね
。
こ

の
朝
市
は
、
地
元
で
商
売
す
る
人
を
地
元
産

に
し
て
い
て
、
地
元
商
売
人
を
増
や
す
こ
と

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
素
晴
ら
し
い
と
思
い

ま
す
。

参加者の声
Voice

Q1感想などを聞かせてください！
■自分が暮らしている ｢まち｣ をいかによりよい
まちにしていくかを、改めて考えさせられる良
い機会だった。若者が定住しやすいまちができ
るといい。
■若い世代が甲州市で素晴らしい活動をされてい
る。行政の方々とうまい関係で互いに協力しあっ
て、甲州市の人口が増えるといいと思った。
■地域外から熱血の若者が甲州市の地域おこし協
力隊として頑張っている姿は素晴らしいが、地
元の人がどれだけ協力し、歓迎し、育てていくか。
この方たちを応援する市の姿勢を望む。
■実践がはっきりと分かり、地域を支えている人
たちがいるということを知った。現状をしっか
りと把握して、他の地域と比較して考えること
ができて良かった。

Q2甲州市の ｢次世代に伝えていき
たいもの｣ は？
■大切な自然を忘れないでほしい。この地の利点
を細かく明らかにして、移住民をもっと増やす。
■先人が育ててきた文化を守り育て伝えていくこ
とは重要であり、農業を含む産業とそこから生
まれる６次的な産業も含めて、文化として伝え
ていきたい。つくりだし、消費する文化が地元
の中で完結できるような環境を伝えていきたい。
■自然と文化。ミニ東京やショッピングモールは
いらない。豊かな自然と東京へのアプローチの
良さ。
■なんでもチャレンジさせてくれるような環境と、
助けてくれる地域の人々のあたたかさが甲州市
にはあるので、次世代につなげたい。
■地域の宝を発見し、活かす方法を考えていく。
大人はそれを自分の価値観で駄目出しないこと。
■地域への愛着や誇りをいかに各世代に育むか、
その仕掛けが必要。

　「甲州市まちづくりシン
ポジウム」に参加した皆
さんの声をご紹介します。

（アンケートより抜粋）

ＣＡＴＶで放映します！
　「甲州市まちづくりシンポジウム」を次の
日程で放映します！ぜひ、ご覧ください！

◆峡東ＣＡＴＶ
【１１１ｃｈワイド】
　３月５日（日）まで
　①午後１時～２時 30分
　②午後８時～９時 30分
【甲州市からのお知らせ】
　３月５日（日）～ 15日（水）
　ダイジェスト版（15分）を放映

◆勝沼ＣＡＴＶ
【甲州市からのお知らせ】
　３月５日（日）～ 15日（水）
　ダイジェスト版（15分）を放映
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ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

大
木　
仕
事
で
仕
入
れ
の
際
、
ワ
イ
ナ
リ
ー

を
訪
れ
る
と
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
方
が
い
ろ
い
ろ

説
明
し
て
く
れ
て
楽
し
か
っ
た
。
こ
れ
を
お

客
さ
ん
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
シ
ン

プ
ル
な
想
い
か
ら
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
企

画
が
始
ま
り
ま
し
た
。「
ワ
イ
ナ
リ
ー
」な
ど
、

今
そ
こ
に
あ
る
価
値
や
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
て
、

一
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
作
っ
て
い
け
た
ら
面
白

い
と
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
が
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
で
す
。

コ
ン
セ
プ
ト
は
「
至
ら
ず

4

4

4

、
尽
く
さ
ず

4

4

4

4

」

協
力
者
の
皆
さ
ん
は
、
か
つ
ぬ
ま
朝
市
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
そ
の
ま
ま
生
か
し
て
、
各
ル
ー
ト

の
辻
々
で
商
売
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

勝
沼
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
今
や
、

県
内
５
市
に
ま
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。
地
域

と
つ
な
が
る
こ
と
を
楽
し
み
と
す
る
参
加
者

も
多
い
で
す
。

ま
た
、
地
場
産
業
を
生
か
し
て
甲
州
印
伝
の

ワ
イ
ン
ホ
ル
ダ
ー
を
つ
く
っ
た
り
と
、「
１
つ

の
舞
台
に
み
ん
な
が
の
っ
か
れ
」
と
い
う
感

じ
で
や
っ
て
い
ま
す
。 

藻
谷　
こ
ん
な
に
盛
り
上
が
っ
て
い
る
の
に
、

な
ぜ
甲
州
市
の
人
口
が
減
る
の
？
い
つ
に

な
っ
た
ら
若
者
が
増
え
て
人
口
減
少
が
止
ま

る
の
？
と
思
い
ま
す
よ
ね
。

パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
さ
ん
が
展
開
す
る
よ
う
な

地
域
の
動
き
が
わ
さ
わ
さ
動
き
始
め
て
、
一

般
の
方
の
目
に
止
ま
る
の
に
、
約
20
年
く
ら

い
か
か
り
ま
す
。

た
だ
、
世
の
中
の
展
開
が
早
く
な
っ
て
き
て

い
る
の
で
、
15
年
く
ら
い
で
、
人
口
動
態
に

変
化
が
で
て
く
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

今
回
集
ま
っ
た
パ
ネ
ラ
ー
さ
ん
の
よ
う
に
パ

ワ
ー
が
あ
る
方
が
た
く
さ
ん
い
る
と
、
変
化

が
も
っ
と
早
く
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

急
速
に
変
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
や
は
り
重
要
な
の
が
、「
女
性
が
結

婚
し
て
い
て
も
、
し
て
な
く
て
も
、
し
た
後

で
も
、
そ
の
場
所
で
ハ
ツ
ラ
ツ
と
出
来
て
い

る
か
ど
う
か
」
が
も
の
す
ご
く
大
切
な
キ
ー

ワ
ー
ド
だ
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、若
者
だ
け
で
な
く
、年
を
取
っ
て
も
、

ど
ん
ど
ん
活
躍
で
き
る
ま
ち
こ
そ
が
活
性
化

し
て
い
く
と
感
じ
ま
す
。

市
長　
今
、
甲
州
市
で
は
、
皆
さ
ん
の
よ
う

な
若
者
た
ち
が
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
ま
ち

づ
く
り
を
や
っ
て
く
れ
て
い
る
。
行
政
と
し

て
、
こ
れ
を
全
力
で
応
援
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
の
活
躍
に
も
大
い
に
期
待
し
ま

す
。
そ
し
て
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
が
、
ぜ

ひ
甲
州
市
で
起
業
す
る
な
ど
、
商
売
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
地
域

で
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。

私
も
、
今
回
の
パ
ネ
ラ
ー
の
皆
さ
ん
の
よ
う

に
情
熱
あ
る
若
者
を
受
け
入
れ
が
で
き
る
よ

う
尽
力
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

つ まち
未来 むぐを

特集
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地
域
と
行
政

市
長　
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
う
え
で
、
行

政
が
こ
う
し
ま
し
ょ
う
と
か
い
う
の
で
は
な

く
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
さ
ん
の
よ
う
な
方
々

の
サ
ポ
ー
ト
を
い
か
に
で
き
る
か
が
、
行
政

と
し
て
は
重
要
だ
と
感
じ
ま
す
。
若
者
の
提

案
に
ど
う
応
え
て
い
け
る
か
、
ど
う
サ
ポ
ー

ト
で
き
る
か
。
地
域
と
い
か
に
手
を
組
ん
で

取
り
組
ん
で
い
け
る
か
が
大
切
な
ポ
イ
ン
ト

だ
と
思
い
ま
す
。

鶴
岡　
行
政
が
持
つ
力
は
大
き
い
と
思
い
ま

す
。
市
民
の
力
だ
け
で
は
意
見
が
ま
と
ま
り

に
く
い
場
合
も
、
行
政
が
入
る
こ
と
で
円
滑

に
進
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
一
方
で
、
行
政
を
遠
く
感
じ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。「
協
働
」
と
い
う
言
葉
は
聞
き

ま
す
が
、
行
政
の
歩
み
寄
り
が
少
な
い
と
感

じ
ま
す
。

仕
事
の
肩
書
き
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
一
市
民

と
し
て
、
こ
の
ま
ち
の
未
来
を
一
緒
に
描
き

た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

高
安　
私
も
行
政
の
力
の
大
き
さ
を
感
じ
て

い
ま
す
。
行
政
が
間
に
入
り
、
行
政
な
ら
で

は
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
動
い
て
く
れ
る
こ
と
で

「
新
し
い
協
働
」
の
形
が
み
え
ま
す
。
こ
ち
ら

の
想
い
に
耳
を
傾
け
、
行
政
で
し
か
で
き
な

い
や
り
方
で
叶
え
て
く
れ
る
「
上
質
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
」
に
期
待
し
ま
す
。

市
長　
今
後
も
人
口
減
少
の
波
に
の
ま
れ
る

こ
と
な
く
、
こ
の
ま
ち
な
ら
で
は
の
文
化
、

独
自
性
を
大
切
に
す
る
こ
と
、
そ
れ
は
「
若

者
受
入
」
や
「
地
消
地
産
」
と
い
っ
た
、
ま

ち
づ
く
り
に
必
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
を
補
っ
て

く
れ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
皆

さ
ん
が
、
こ
の
ま
ち
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
感

じ
ら
れ
る
よ
う
、
私
自
身
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

◆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

　
都
市
整
備
課　
計
画
指
導
・
景
観
担
当

　
☎
32
‐
５
０
７
２

広報こうしゅう11

市の施策
M e n u

【新しい雇用の創出】
■農業の生産現場強化と有害鳥獣対策
　・農地流動化促進事業
　・新規就農者対策事業など
■農産物の高付加価値化や競争力強化
　・農産物海外輸出促進事業
　・農家民泊開業促進事業
　・甘草の商品化研究事業など
■甲州ワインの世界的ブランド化
　・ワイン海外輸出促進事業
　・峡東ワインリゾート構想事業など
■ブドウの生産基盤の確保と強化
　・ワイン用原材料ブドウ栽培
　　新規就農者受け入れ事業など
■事業再生と継承の円滑化等
　・商店街空き店舗対策事業
　・事業継承支援事業など
■新規学卒者の地元定着
　・地（知）の拠点大学による
　　地方創生推進事業

【人の流れをつくる】
■シティプロモーションの促進
　・魅力発信事業など
■地域資源を活用した魅力づくり
　・街道型フットパスコース設定など
■受け入れ体制整備とネットワーク化
　・観光拠点のネットワーク
　・歩くまちづくりの推進など
■移住者に優しい情報発信
　・移住情報の一括発信など
■周遊観光の整備
　・地域資源視察・交流バス
■空き家を活用した移住の促進
　・移住促進事業　・空き家対策推進
　・サテライトオフィス誘致など

【未来を担う人材の創出】
■交流人口増に対応する受入体制強化
　・古民家活用の観光振興
　・シニア世代の能力を活用
■未来を担う子どもを育成
　・教育環境づくりプロジェクト事業
　・学校支援地域本部事業など

【産む・育むことに優しい環境づくり】
　・恋人の聖地活用
　・出会いの場の提供
　・安心して妊娠・出産・子育てが
　　できるまちづくりなど

【活力あふれる地域の創出】
■地域コミュニティの活性化
　・市内外人材の活用と育成
　・地域の防災力強化
　・地区の言い伝えの映像化
　・公共施設の適切な管理運営

（甲州市総合戦略より要約・抜粋）
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Voice

観光庁などが後援する「大学生観
光まちづくりコンテスト」にて、
快適な環境で豪華な野外活動（グ
ランピング）を提案し、甲州市
長賞を受賞した立教大学の学生に

「甲州市の外から見える魅力、残
してほしい景観」などを聞きまし
た！（２月中旬　市内各所にてグラン
ピング体験）

あなたにとって、１０年後、２０年後、
50 年後「この甲州市がどんなまちで
あってほしいですか？」など、この
まちの未来への想いを市内各所でイ
ンタビューしました。

topic3
まちへの想い

つ まち
未来 むぐを

特集
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特
集　
未
来
を
つ
む
ぐ
ま
ち
（
終
）
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KOSHU 

1.29-2.2.2017
山梨ワイン海外輸出プロジェクト（KOJ）

英国ロンドンプロモーション／トップセールス事業

１月２９日から５日間、英国ロンドンの日本大使館など
で８回目となるプロモーション活動を行いました。後藤
県知事、田辺市長も参加し、甲州種ワインの魅力を伝え
るためトップセールスを行いました。

KOJ とは？
Koshu of Japan の略称。日本のワイン生産地である山梨県内の
ワイン生産者 15 社と甲州市商工会、甲府商工会議所、山梨県ワ
イン酒造協同組合によって 2009 年 7 月 8 日に設立された団体。

高
級
和
食
に
合
わ
せ
て

愉
し
ま
れ
る
甲
州
ワ
イ
ン

　
ワ
イ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
中
心
地
で
あ

る
英
国
・
ロ
ン
ド
ン
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
継
続
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。
英
国
は
世
界
の
ワ
イ
ン
情
報
の

７
割
を
発
す
る
と
い
わ
れ
、
そ
こ
で
の
評
価

が
そ
の
ま
ま
世
界
市
場
へ
と
影
響
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
活
動
は
主
に
、ト
ッ
プ
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
、
輸
入
業
者
の
バ
イ
ヤ
ー
、
ソ
ム

リ
エ
、小
売
店
の
バ
イ
ヤ
ー
向
け
に
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

甲
州
種
ワ
イ
ン
は
、国
内
外
の
多
く
の
メ
デ
ィ

ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
輸
入

業
者
と
取
引
が
ま
と
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

規
模
は
小
さ
い
な
が
ら
も
輸
出
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。８
回
目
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ

た
今
回
、
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
甲
州
種
ワ
イ

ン
の
位
置
付
け
は
、「
富
裕
層
が
高
級
和
食
に

合
わ
せ
て
楽
し
む
も
の
」
と
し
て
、
は
っ
き

り
意
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
取
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ワ
イ
ン
は
国
際
商
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

日
本
の
ワ
イ
ン
だ
け
が
成
長
・
拡
大
し
て
い

く
こ
と
は
考
え
に
く
く
、世
界
の
様
々
な
国
々

の
ワ
イ
ン
が
多
様
に
楽
し
ま
れ
、
そ
の
な
か

で
、
日
本
食
と
そ
れ
に
合
う
ワ
イ
ン
と
い
う

価
値
観
を
広
げ
、
新
た
な
循
環
を
創
り
出
す

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
１
０
年
間
で
世
界
の
ワ
イ
ン

構
図
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
は
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
と
す
る
旧
大
陸
の

国
々
の
ワ
イ
ン
が
世
界
の
ワ
イ
ン
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
占
領
し
て
い
ま
し
た
。
近
年
は
、
チ
リ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
南
ア
フ
リ
カ
等
の
新
興
国
の

台
頭
（
伸
長
）
が
顕
著
で
、
更
に
最
近
は
、

中
国
、
イ
ン
ド
、
タ
イ
な
ど
の
ア
ジ
ア
の
新

興
国
も
世
界
市
場
に
名
乗
り
を
上
げ
て
い
ま

す
。

　
甲
州
種
ワ
イ
ン
を
海
外
に
輸
出
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
国
際
基
準
の
必
然
性
が
初
め
て

見
え
て
き
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

　

甲
州
種
ワ
イ
ン
の
評
価
は
総
じ
て
高
く

な
っ
て
お
り
、日
本
の
も
の
づ
く
り「
メ
イ
ド・

イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
」
の
信
頼
性
の
高
さ
も
追

い
風
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
食
と

の
相
性
と
い
う
切
り
口
に
よ
っ
て
、
日
本
ワ

イ
ン
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
示

す
こ
と
も
重
要
と
な
り
ま
す
。
今
後
も
積
極

的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
よ
る
甲
州
種

ワ
イ
ン
の
海
外
輸
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
継
続

し
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

田辺　篤　市長

　日本固有のブドウである甲州がどうい
うキャラクターのワインであるか広く発
信できました。
　今後は、ワインの品質のみならず、量
を充実させることで、世界各国の皆さん
に召し上がっていただく機会を増やし、
特に飲み手との接点である料飲店での情
報発信を着実に進め、間口を着実に拡大
していきたいと考えます。

KOSHU OF JAPANKOSHU OF JAPAN
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甲州ワインの英国での販売・取扱状況、評価につ
いて関係者と意見を交わす後藤知事と田辺市長

I m a g eI m a g e

アニュアルトレードテイスティングにおいて挨拶する田辺市長

甲州ウィーク会場において、ワインジャーナリスト等と意見を交わす料飲店への積極的なアプローチを展開

Event 4.15（土）午前 10 時～
■場所　甲州中央防災広場「塩むすび」
　　　　（甲州市塩山上於曽 1040）

■料金　入場券 2,000 円
※ワイングラス、ウエルカム Free 券 1 枚
ワインチケット 1,100 円分含む。
※ワインはチケット制。フードは現金制。
■参加予定ワイナリー
機山洋酒・奥野田葡萄酒・甲斐ワイナリー
塩山洋酒・牛奥第一葡萄酒・五味葡萄酒
KisvinWinery
◆お問い合わせ先　塩ノ山ワインフェス 2017
　メール　shionoyama@winetourism.jp

第１位は「健康的（ヘルシー）」、第２位は「美味しい」、
第３位は「バランスが良い」と認識されています。
日本食レストランは毎年着実に増加し、健康に良い
ものとして受け入れられています。

英国の日本食店はフランス等と比較して、数は少な
いもののチェーン店が多く、これらは外国人によっ
て経営されており、日本の要素を取り入れつつ、カ
ジュアルな価格帯であることと、お店の外観は現代
的なデザインであることが特徴的です。

英国における日本食に対するイメージ

英国における日本食レストランの特徴

甲州ウィークとは？
期間中、ロンドンの飲食店数件で甲州ワインのグラス販売を行い、より多くの方々に
甲州ワインを飲んでいただくイベントです。

広報こうしゅう15
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花の見頃をご紹介します♪
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
平沢「ザゼンソウ」

＊平沢 ザゼン草 ～３月下旬

＊慈雲寺 イトザクラ ４月上旬

＊甚六桜公園 サクラ（甚六桜） ４月上旬

＊えんざん桃源郷 桃 ４月上旬～中旬

＊雲峰寺 峰のサクラ ４月中旬

ひな飾りと
　桃の花まつり

４月１８日（火）まで開催！

第15回甲州市えんざん桃源郷
甲 州 市 え ん ざ ん 桃 源 郷 ひ な 飾 り と 桃
の花まつりを市内 11 個所で開催して
います。メイン会場の甘草屋敷には江
戸・明治・大正・昭和各時代のひな人
形と、甲州市をイメージした和紙のつ
る し 飾 り な ど 約 ４ ２ ０ ０ 点 を 展 示 し
ています。繊細で麗しいお雛様が並ぶ
空間は圧巻です。

享保雛

和紙のつるし飾り

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

重
要
文
化
財

旧
高
野
家
住
宅
「
甘
草
屋
敷
」

■
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

■
入
館
料

　
大
人　
　
　
３
０
０
円

　
小
人　
　
　
２
０
０
円

※
20
名
以
上
の
団
体
割
引
き
有
り

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甘
草
屋
敷　
☎
33-

５
９
１
０

恵
林
寺「
武
田
信
玄
公
宝
物
館
」

■
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

■
入
館
料

　
大
人　
　
　
５
０
０
円

　
小
人　
　
　
１
０
０
円

※
20
名
以
上
の
団
体
割
引
き
有
り

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
武
田
信
玄
公
宝
物
館

　
☎
33-

４
５
６
０

近
代
産
業
遺
産
「
宮
光
園
」

■
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

■
入
館
料

　
大
人　
　
　
２
０
０
円

　
小
人　
　
　
１
０
０
円

※
20
名
以
上
の
団
体
割
引
き
有
り

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
宮
光
園　
☎
44-

０
４
４
４
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武田信玄公宝物館

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
慈雲寺「イトザクラ」甚六桜公園えんざん桃源郷

宮光園

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

甘草屋敷

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
観
光
交
流
課　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
代
）

そ
の
他
展
示
会
場

＊
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
「
信
玄
館
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
33
‐
３
５
５
５

■
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
無
休
）

■
入
館
料　
無
料

＊
ハ
ー
ブ
庭
園
旅
日
記　
☎
44
‐
３
７
１
５

■
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分
（
無
休
）

■
入
館
料　
無
料

＊
大
菩
薩
の
湯　
　
　
　
☎
32
‐
４
１
２
６

＊
道
の
駅
「
甲
斐
大
和
」
☎
48
‐
２
５
７
１

＊
Ｊ
Ｒ
東
日
本
「
勝
沼
ぶ
ど
う
郷
駅
」

＊
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘　
　
☎
44
‐
２
１
１
１

＊
旧
田
中
銀
行　
　
　
　
☎
44
‐
３
７
５
５

甘
草
屋
敷
「
第
12
回
ひ
な
飾
り

春
の
宴
コ
ン
サ
ー
ト
」【
無
料
】

■
日
時　
３
月
24
日
（
金
）
午
後
６
時
～

■
場
所　
旧
高
野
家
住
宅
「
甘
草
屋
敷
」

◦
出
演

　
筝　
　
窪
田
礼
子　
輿
水
清
枝

　
　
　
　
廣
瀬
眞
弓　
三
枝
真
由
美

　
　
　
　
田
邊
優
里　
長
瀬　
光

　
　
　
　
田
邊
真
穂　

　
尺
八　
河
村
操
晃
輔

　
う
た　
小
野
律
子
（
賛
助
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
文
化
財
課　
☎
32
‐
５
０
７
６
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平成２８年１２月の医療費
医療費全体	 ２億８，５４１万円	（前年同月比	 △２,７７５万円）
１人当たり医療費	 ２９，０２５円	（前年同月比	 △１,３６１円）

［国保連　診療報酬請求額基準］

◆お問い合わせ先
　国保年金課　保健事業担当
　☎３４‐５４３６

国保いきいきライフ通信

慢性腎臓病（CKD）をご存知ですか？
慢性腎臓病（CKD）とは慢性的に進行する様々な腎臓病の総称で

全国の成人の８人に１人は慢性腎臓病（CKD）の患者
と推計されており、「新たな国民病」と言われるほど身近な病気です。

■こんな人は慢性腎臓病（CKD）に要注意！！

腎臓は“沈黙の臓器” と言われ多くの場合は進行するまで無症状です

■ CKD 発症を見つけるには、まずは健康診断で腎臓の機能を確認しましょう！

３月は世界腎臓デーです

■「血圧」「血中脂質」「血糖」は健診で必ずチェック！
　健康診断を受けると、腎臓の働きを低下させてしまう危
険因子である「血圧」「血中脂質」「血糖」も確認できま
す。腎臓を守るためにも定期的に健診を受け、日々の生
活を改善していきましょう。

■尿検査で尿たんぱくが陽性（２+）と出た方は要注意！
　腎臓の機能が弱ってくると、尿にたんぱくが出てくるよ
うになります。

　尿検査で尿たんぱくが陽性（２＋）と出た方は、専門病
院でくわしい検査を受けるようにしましょう。

生活習慣病
や

メタボリック
シンドローム

がある

過去に
心臓病や
腎臓病

になったこと
がある

家族に
腎臓病の
人がいる

これまで
たんぱく尿が
見つかった
ことがある

たばこを
吸っている

CKD
発症 無症状 症状出現

貧血・疲労感・むくみ等

透析

腎臓の働きが１／３以下になるまで症状は現れません！
腎臓の働きがある程度まで低下してしまうと、腎臓は元に戻ることができません

４
月
か
ら
の
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
を
３
月
中
に
郵
送
し
ま
す

　
現
在
発
行
さ
れ
て
い
る
被
保
険
者
証
の
有

効
期
限
は
、
３
月
末
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
た
め
４
月
か
ら
の
被
保
険
者
証
を
、

世
帯
主
様
宛
に
簡
易
書
留
郵
便
で
郵
送
し
ま

す
。
被
保
険
者
証
は
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
証
明
書
で
す
。

　
医
療
機
関
に
か
か
る
と
き
は
必
ず
窓
口
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
あ
る
世
帯
は
、

短
期
被
保
険
者
証
ま
た
は
資
格
証
明
書（
医

療
機
関
で
の
支
払
い
は
全
額
自
己
負
担
）

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

◦
短
期
被
保
険
者
証
と
は
‥
‥

　
有
効
期
限
を
１
ヶ
月
や
３
ヶ
月
に
区
切
っ

た
被
保
険
者
証
で
す
。

◦
資
格
証
明
書
と
は
‥
‥

　
被
保
険
者
証
の
代
わ
り
に
交
付
さ
れ
る
も

の
で
、
医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
き
は
、

い
っ
た
ん
医
療
費
を
全
額
自
己
負
担
す
る

も
の
で
す
。
国
民
健
康
保
険
負
担
分
（
保

険
給
付
分
）
は
国
保
年
金
課
へ
支
給
申
請

す
る
こ
と
に
よ
り
、
後
日
払
い
戻
し
に
な

り
ま
す
。

＊
被
保
険
者
証
に
つ
い
て

　
国
保
年
金
課 

国
保･

年
金
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
１
２
～
１
１
４
）

＊
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
に
つ
い
て

　
収
納
課

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
７
１
～
１
７
３
）

＊
国
民
健
康
保
険
税
の
算
出
に
つ
い
て

　
税
務
課

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
８
４
～
１
８
６
）

心臓病や脳卒中を
起こす危険が約３倍！

CKD：Chronic kidney disease の略
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高齢者の

助っ人

健康な歯を育てよう
　小さいお子さんは、歯ブラシを嫌がる子も多
く、“仕上げ磨きがきちんとできない”と悩む
保護者の方も多いと思います。そこで仕上げ磨
きのポイントをご紹介します。

1磨き方　毛先を歯の面にまっすぐあて、軽い
力で小刻みに動かします。この時に歯ブラシ
が歯ぐきに強く当たらないように気をつけま
しょう。

2仕上げ磨きの姿勢　お子さんの頭を保護者の
膝にのせて、上からのぞき込むようにブラシ
をします。

3磨くポイント　上前歯、奥歯（４本）の溝、
歯と歯の間

4嫌がられないコツ　口の周りを触られること
に慣れることから始めてみましょう。また、
歯磨き中に声を掛けたり、短時間で終わるよ
うに工夫しましょう。

5仕上げ磨きはいつまでするのか　小学校２，
３年生くらいまではしてあげたほうが良いで
しょう。小学生になったら自分で上手に磨け
るように教えていくことも大切です。

　乳幼児の時期は、自分では上手く磨けませ
んが、口にブラシを入れるだけでも自分でし
ようとすることが大切です。できたら褒めて
あげ、その後に仕上げ磨きをしましょう。また、
かかりつけ医を持ち、定期的に歯科検診を受
けることでお口の状態を知り、むし歯予防に
もつながります。

◆お問い合わせ先
　健康増進課　健康づくり担当
　☎３３‐７８１２

　認知症等により判断力が低下してくると、自分のこ
とは自分で決める権利を無視される、侵害されてしま
うことがあります。
　地域包括支援センターでは高齢者虐待の早期発見や
成年後見制度の紹介・活用支援、消費者被害の防止な
ど高齢者の人権尊重のため必要な支援を行います。
■高齢者虐待とは・・・
・身体的虐待
　高齢者の身体を傷つける行為や、そのおそれのある
暴力的な行為
・心理的虐待
　脅しや屈辱などの言葉や威圧的な態度などにより高
齢者に精神的な苦痛を与える行為
・経済的虐待
　高齢者の合意なしに財産や金銭を使用・処分、金銭
の使用を理由なく制限する行為
・性的虐待
　高齢者との間で合意がされていない、あらゆる形態
のわいせつな行為やその強要
・介護・世話の放棄や放任
　介護や生活の世話の提供を放棄・放任して、高齢者
を衰弱させるような行為

■成年後見制度とは・・・
　認知症等により物事を判断する能力が十分ではない
方に対し、その方が不利益にならないよう家庭裁判所
に申立てをし、援助する人を選任してもらい法律的に
支援する制度です。
　本人の代わりに契約や手続きを代行し、預金や財産
を管理して守ります。
　高齢者虐待防止法では、高齢者虐待を発見した場合
は、市へすみやかに通報しなければならないと規定さ
れています。※通報者保護に考慮して対応します。
　高齢者や家族の小さな変化に気づき、早期に対応し
ていくことが虐待の防止につながります。「虐待かも
しれない・・・」と思ったらすぐにご相談ください。
　また、成年後見制度の説明・情報提供、申立て手続
きの進め方、親族等の後見人の相談等についても地域
包括支援センターが窓口となっておりますのでぜひご
相談ください。

◆お問い合わせ先
　地域包括支援センター（介護支援課内）
　☎３２‐５６００

高齢者の権利を守る
支援をしています !
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ワインボトルのラベル作成
図書館に展示
　勝沼中学校では、ワインを通じて地域の歴史文化
を学んでほしいと、昨年の 8 月から 12 月の間、2
年生の美術の授業で、ワインラベルを作成しました。
ワイン産地である勝沼町の良いところをラベルに取
り入れる条件として、生徒たちは思い思いのラベル
を書き入れました。
　勝沼図書館では、ワインボトルに貼った作品の中
から、優秀作品 6 本と、全作品の写真、説明をま
とめたファイルを展示しています。

地域の文化財を守る
文化財防火デー
　1 月 29 日、文化財防火デーの一環として、勝沼
町休息にある立正寺でその他火災を想定した消防演
習が行われました。
　塩山消防署員、甲州市消防団東雲分団、寺院関係
者など約 120 名が参加し、地元区民による初期消
火訓練、消防署員や地元消防団員の連携した一斉放
水などを行いました。防火意識を高めるとともに、
文化財を守る大切さを再認識しました。

学校給食優良学校を受賞
塩山北小学校
　1 月 14 日、県教育委員会と県学校給食会が主催
する学校給食大会が南アルプス市で行われ、塩山北
小学校が、学校給食優良学校賞を受賞しました。
　この大会は、学校給食の充実や発展に功績があっ
た調理場や功労者を表彰するもので、今回の賞では、
栄養管理や衛生管理等を適正に行い、食育推進や豊
かで魅力ある学校給食を実施していることから受賞
しました。

アメリカ文化を体感
Thanksgiving Dinner
　1 月 31 日、大和中学校は、米国料理を作って食
べる国際文化交流会を行いました。
　アメリカ出身の外国語指導助手のスペンサー・バ
ンディング先生が、米国の食文化に興味を持ってほ
しいと企画したもので、全校生徒や教職員が参加し、
スペンサー先生の指導のもと現地の感謝祭で振る舞
われる鶏肉料理やマッシュポテトなどを作り味わい
ました。
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「天下の雨敬」
雨宮敬次郎講演会
　2 月 19 日、産業振興課は恩賜林記念館で、牛奥
村（現 塩山牛奥）生まれの実業家の雨宮敬次郎の生
涯について学ぶ講演会を開催しました。100 名を超
える参加者があり、「天下の雨敬、明治を拓く　鉄道
王雨宮敬次郎の生涯」の執筆で知られる作家江宮隆
之氏を講師に迎え、「世のため、人のため」の志を持っ
て日本の近代国家の建設に大きく関わった雨宮敬次
郎の生涯について、詳細な解説をいただき、郷土の
偉人について改めて認識を持つことができました。

世代を超えてともに学ぶ
生涯学習推進大会
　2 月 18 日、甲州市生涯学習市民協議会は、甲州
市民文化会館で、甲州市生涯学習推進大会を開催し
ました。中村優大さん(塩山南小)、深澤健斗さん(塩
山北中 )、吉信聡さん ( 松里中 ) の 3 名が意見発表
をし、童謡フェスティバルでは、市内の地区公民館・
自治公民館から 14 組が参加し、日ごろの公民館活
動の一環である合唱を披露。童謡や叙情歌などの合
唱に一緒に口ずさむ姿も見られ、楽しい時間を過ご
していました。

プロレスラー　蝶野正洋さん
甲州市訪問・消火剤を寄贈
　2 月 17 日、一般社団法人 NWH スポーツ救命協
会の会員である株式会社ファインレスキュー社（代
表　飯田大貴）が「投擲（とうてき）型消火剤」を
市へを寄贈していただくにあたり、当協会の代表を
務めるプロレスラーの蝶野正洋さんとともに甲州市
を訪問。「甲州市に数多く存在する文化財の保護に
役立ててほしい」と寄付していただきました。

地域を知る・学ぶ
歴史的風致散策
　2 月 19 日、文化財課では、第 8 回目となる歴史
的風致散策を開催しました。勝沼ぶどう郷駅から歩
きはじめて、登録有形文化財の佐藤家住宅や甲斐ワ
イナリー、新たに登録された岩堂セギ分水口などを
見学しながら、約 6 ｋｍを散策しました。
　まちを散策することによって、普段見過ごしてし
まいがちな地域の歴史・文化に気づき、触れること
ができました。
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情 報
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

市
役
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
出
来
上
が
っ
た

ら
・
・
・

①
市
か
ら
「
交
付
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

②
次
の
書
類
を
準
備
し
、
来
庁
し
て
く
だ
さ

い
。

・
交
付
通
知
書

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド

・
本
人
確
認
書
類
（
２
点
）

・
住
基
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
方
の
み
）

　
な
お
、
交
付
通
知
書
に
は
混
雑
緩
和
の
た

め
の
交
付
日
の
期
限
の
記
載
が
あ
り
ま
す

が
、
期
限
を
過
ぎ
て
も
交
付
で
き
ま
す
。

※
代
理
人
に
よ
る
交
付
は
、
申
請
者
本
人
が

来
庁
出
来
な
い
事
を
証
明
す
る
資
料
（
病

院
等
の
診
断
書
、
障
害
者
手
帳
、
施
設
等

に
入
所
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
資
料

等
）
や
、
申
請
者
本
人
及
び
代
理
人
の
顔

写
真
付
の
公
的
な
身
分
証
明
書
が
必
ず
１

点
以
上
必
要
で
す
。
ま
た
、
15
歳
未
満
の

方
や
成
年
被
後
見
人
の
方
も
、
原
則
、
法

定
代
理
人
の
方
と
と
も
に
来
庁
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
代
理
人
に
よ
る

交
付
は
、
仕
事
多
忙
な
ど
の
理
由
で
は
受

け
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※
交
付
窓
口
が
混
雑
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
毎
週
水
曜
日
は
、
本
庁
舎
市
民
課
窓
口
を
通

知
カ
ー
ド
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
連
事

務
に
限
り
午
後
７
時
15
分
ま
で
延
長
し
て

い
ま
す
。
日
程
は
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。（
受
付
は
午
後
７
時
ま
で
）

問
市
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
０
２
～
１
０
５
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
連
窓
口

延
長
は
３
月
29
日
で
終
了
し
ま
す

　
昨
年
の
１
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
交
付
が
始
ま
り
、
市
役
所
本
庁
舎
市
民
課

窓
口
に
お
い
て
、
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
15

分
ま
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
連
事
務
の

窓
口
延
長
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
３
月
29
日

（
水
）
を
も
っ
て
終
了
と
な
り
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
０
２
～
１
０
５
）

引
越
し
等
の
住
民
異
動
届
の

手
続
き
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
住
所
の
変
更
が
あ
る
方
は
、
住
民
異
動
届

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
転
入
届
（
市
外
か
ら
の
引
越
し
）、
転
居
届

（
市
内
で
の
引
越
し
）
は
、
新
し
く
住
み
始
め

て
か
ら
14
日
以
内
、
転
出
届
（
市
外
へ
の
引

越
し
）
は
、
引
越
予
定
日
の
14
日
前
か
ら
の

受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。

　
転
入
、
転
居
の
手
続
き
の
際
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
顔
写
真
付
の
み
）

に
新
住
所
を
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。　

　
転
出
届
は
、
市
民
課
で
手
続
き
を
さ
れ
た

後
、「
転
出
証
明
書
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
転

出
先
の
住
所
が
わ
か
ら
な
い
と
住
所
変
更
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
転
出
証
明
書
は
、
引
越
先
の
市
区
町

村
で
転
入
届
の
手
続
き
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
を
お
持
ち
の
方
は
、
カ
ー
ド
で
の
転
出
・

転
入
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
住
民
異
動
届
の
時
間
外
受
付
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
市
役
所
の
開
庁
時
間
に
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
異
動
届
の
際
に
は
、
関
係
窓

口
で
の
手
続
き
も
あ
り
ま
す
の
で
時
間
に
余

裕
を
も
っ
て
来
庁
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
住
民
異
動
届
の
手
続
き
が
出
来
る

の
は
、
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
員
に
限
り
ま

す
。
そ
れ
以
外
の
方
が
手
続
き
を
す
る
場
合

は
委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

本
庁
舎　
市
民
課
／
勝
沼
支
所
／
大
和
支
所

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祭
日
を
除
く

印
鑑
、
運
転
免
許
証
等
の
本
人
確
認
書
類
、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
年
金
手
帳
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
通
知
カ
ー
ド
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
、
印
鑑
登
録
証
等
の
市

か
ら
発
行
さ
れ
た
書
類
全
て
。

※
な
り
す
ま
し
に
よ
る
異
動
届
を
防
止
す
る

た
め
に
も
、
窓
口
で
の
本
人
確
認
書
類
の

提
示
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
０
２
～
１
０
５
）

郵
送
転
出
の
返
信
用
切
手
の

料
金
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
郵
送
で
転
出
手
続
き
を
し
た
場
合
、
転
出

証
明
書
は
郵
送
で
お
渡
し
し
ま
す
。
そ
の
際
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、

簡
易
書
留
お
よ
び
転
送
不
要
で
発
送
致
し
ま

す
。
簡
易
書
留
の
切
手
代
は
、
お
客
様
の
ご

負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
転
送
処
理
を
し
て
い
ま
す
と
転
出
証

明
書
を
お
受
け
取
り
い
た
だ
け
な
い
場
合
が

ご
ざ
い
ま
す
。

　
な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
住
基
カ
ー

ド
を
利
用
し
た
転
出
を
ご
希
望
の
場
合
は
、

返
信
用
切
手
の
ご
用
意
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

問
市
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
０
２
～
１
０
５
）

税
務
課
資
産
税
担
当
か
ら
の

お
知
ら
せ
と
お
願
い

　
農
業
用
施
設
（
温
室
ハ
ウ
ス
等
）
は
、
固

定
資
産
税
償
却
資
産
の
課
税
対
象
と
な
り
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
税
務
課
資
産
税
担

当
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課　
資
産
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
８
２・１
８
３
）
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４
月
２
日
は「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」

（
８
日
ま
で
は
発
達
障
害
啓
発
週
間
）

　
平
成
19
年
12
月
の
国
連
総
会
に
お
い
て
、
毎

年
４
月
２
日
を
「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
と

す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
、
全
世
界
の
人
々
に
自

閉
症
を
理
解
し
て
も
ら
う
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
わ
が
国
で
も
、
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
・
日

本
実
行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
毎
年
、
世
界
自

閉
症
啓
発
デ
ー
の
４
月
２
日
（
日
）
か
ら
８
日

（
土
）
を
発
達
障
害
啓
発
週
間
と
し
て
、
自
閉

症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障
害
に
つ
い
て
、
広

く
啓
発
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
を
き
っ
か

け
に
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障
害
に
つ

い
て
知
っ
て
い
た
だ
き
、
理
解
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
発
達
障
害
の
あ
る
人
だ
け
で
な
く
、

誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ

く
り
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５

平
成
29
年
度
甲
州
市
福
祉
タ
ク
シ
ー

回
数
乗
車
券
の
交
付
に
つ
い
て

　
障
害
者
の
行
動
範
囲
拡
大
と
社
会
参
加
を

促
進
す
る
た
め
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
回
数
乗
車

券
を
交
付
し
ま
す
。

３
月
21
日
（
火
）
か
ら
随
時
受
付

市
役
所
本
庁
舎　
福
祉
課
／
勝
沼
支
所
／

大
和
支
所

市
内
に
住
所
を
有
す
る
在
宅
の
方
で
、
自

動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
減
免
な
ら
び
に
、

山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費
助
成

事
業
の
助
成
を
受
け
て
い
る
方
以
外
で
、

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
を
所

持
し
て
い
る
方

②
療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
Ａ
に
該
当
し
て

い
る
方

③
介
護
慰
労
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
方
に

介
護
を
受
け
て
い
る
方
で
、
所
得
税
の
非

課
税
世
帯
の
方

◦
申
請
に
必
要
な
も
の

・
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

・
印
鑑
（
認
印
可
）

※
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
受
け
付
け
で
き

ま
せ
ん
。

※
現
在
お
持
ち
の
手
帳
に
自
動
車
税
減
免
を

受
け
て
い
た
時
の
印
が
あ
る
場
合
は
、
申

請
前
に
、
必
ず
印
の
取
消
手
続
を
済
ま
せ

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◦
交
付
枚
数
と
有
効
期
間

　

４
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
申
請
い
た
だ
い

た
場
合
は
、
額
面
６
０
０
円
の
タ
ク
シ
ー

回
数
券
を
24
枚
交
付
し
ま
す
。
５
月
以
降

の
申
請
に
つ
い
て
は
、
１
ヶ
月
経
過
す
る

ご
と
に
、
２
枚
ず
つ
交
付
枚
数
が
減
少
し

ま
す
。
ま
た
、
交
付
さ
れ
る
タ
ク
シ
ー
回

数
券
は
、
４
月
１
日
（
土
）
～
平
成
30
年

３
月
31
日（
土
）ま
で
ご
使
用
に
な
れ
ま
す
。

問
福
祉
課　
障
害
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
７　
ＦＡＸ
20
‐
６
１
６
７

高
齢
者
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス

◎
甲
州
市
ら
く
ら
く
お
出
か
け
サ
ー
ビ
ス

①
～
④
を
す
べ
て
満
た
す
方

在
宅
高
齢
者
の
方
で
、
身
体
状
況
等
の
理

由
に
よ
り
、
一
般
の
交
通
機
関
を
利
用
す

る
こ
と
が
難
し
く
、
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な

高
齢
者
の
方
の
積
極
的
な
社
会
参
加
を
促

進
す
る
た
め
の
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
概
ね
65
歳
以
上
の

の
方

②
在
宅
で
老
衰
、
心
身
の
障
害
、
傷
病
等
の

理
由
に
よ
り
一
般
の
交
通
機
関
（
バ
ス
・

電
車
）
を
利
用
で
き
な
い
方

③
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

④
甲
州
市
福
祉
タ
ク
シ
ー
回
数
券
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
方

■
事
業
内
容

　

４
月
に
申
請
し
て
い
た
だ
い
た
場
合
は
、

７
３
０
円
の
タ
ク
シ
ー
券
を
24
枚
交
付
し

ま
す
。
５
月
以
降
の
場
合
は
、
１
ヶ
月
ご

と
に
２
枚
ず
つ
交
付
枚
数
が
減
り
ま
す
。

利
用
回
数
に
つ
い
て
は
月
に
２
回
を
限
度

と
し
ま
す
。

◎
甲
州
市
介
護
用
品
支
給
サ
ー
ビ
ス

①
～
③
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
在
宅
者
で
常
時
失

禁
状
態
の
寝
た
き
り
ま
た
は
認
知
症
高
齢

者
の
方

②
概
ね
毎
月
５
，
０
０
０
円
以
上
の
介
護
用

品
を
必
要
と
し
、
市
民
税
が
非
課
税
の
世

帯
の
方

③
要
介
護
４
以
上
の
認
定
を
受
け
た
方
、
ま

た
は
要
介
護
３
で
介
護
用
品
代
に
よ
り
、

生
活
が
困
窮
し
て
い
る
生
活
保
護
に
準
ず

る
世
帯
の
方

※
施
設
入
所
者
も
し
く
は
長
期
入
院
中
の
方

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

※
申
請
し
て
い
た
だ
く
場
合
に
は
、
直
近
の
月

の
領
収
書
（
介
護
用
品
を
５
，
０
０
０
円
以

上
購
入
し
た
際
の
領
収
書
）
が
必
要
で
す
。

■
事
業
内
容

　
４
月
に
申
請
し
て
い
た
だ
い
た
場
合
に
は
、

２
，
５
０
０
円
の
介
護
用
品
購
入
券
を
24

枚
交
付
し
ま
す
。

　
５
月
以
降
の
申
請
の
場
合
は
、
1
カ
月
ご

と
に
２
枚
ず
つ
交
付
枚
数
が
減
り
ま
す
。

◎
甲
州
市
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

①
～
③
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
概
ね
65
歳
以
上
の

方
②
在
宅
で
老
衰
、
心
身
の
障
害
、
傷
病
な
ど

の
理
由
に
よ
り
臥
床
し
て
い
る
が
、
座
位

の
保
持
に
支
障
が
あ
る
方

③
自
ら
理
美
容
院
に
出
向
く
こ
と
が
困
難
な
方

■
事
業
内
容

　
一
般
的
な
散
髪
と
し
、
パ
ー
マ
な
ど
の
髪

型
は
除
く
も
の
と
し
ま
す
。

　

４
月
に
申
請
し
て
い
た
だ
い
た
場
合
は
、

３
，
０
０
０
円
の
訪
問
理
美
容
券
を
６
枚

交
付
し
ま
す
。
そ
れ
以
降
は
２
カ
月
ご
と

に
１
枚
ず
つ
交
付
枚
数
が
減
り
ま
す
。

●
申
請
受
付

　
平
成
29
年
度
の
申
請
は
、
4
月
よ
り
介
護

支
援
課
に
て
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

※
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
申
請
に
は
、

担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
も
し
く
は
地
区
担

当
保
健
師
の
意
見
を
記
入
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
を
す
る
場

合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
各
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
で
、
来
年
度
も
利
用
対
象
と
な
る
方
は
、

介
護
支
援
課
よ
り
申
請
の
案
内
を
通
知
い

た
し
ま
す
。

問
介
護
支
援
課　
介
護
予
防
担
当

　
☎
34
‐
５
４
３
４



暮
ら
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男み
ん
な女

で
環わ

に
な
り

　
　
　
　
　
笑
顔
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

～
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
ロ
ー
カ
ル
～

３
月
４
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
～

甲
州
市
民
文
化
会
館

市
が
活
性
化
す
る
た
め
に
、
自
分
た
ち
に

出
来
る
こ
と
を
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

問
市
民
課　
市
民
参
画
・
協
働
担
当

　
☎
32
‐
５
５
８
３

第
２
次
甲
州
フ
ル
ー
テ
ィ
夢
プ
ラ
ン（
案
）

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
募
集

　
市
で
は
、平
成
19
年
に
「
甲
州
フ
ル
ー
テ
ィ

夢
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
平
成
28
年
度
末
で
計
画
期
間
が
終
了
す

る
こ
と
か
ら
第
２
次
甲
州
フ
ル
ー
テ
ィ
夢
プ

ラ
ン
の
策
定
の
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
（
市
民
意
見
公
募
）
を
募
集
し
ま
す
。

市
内
に
住
所
の
あ
る
方
ま
た
は
、
市
内
へ

通
勤
や
通
学
し
て
い
る
方
、
市
内
で
事
業

や
活
動
を
行
う
法
人
や
団
体
、
市
に
対
し

て
納
税
義
務
が
あ
る
方
や
法
人
・
団
体

◦
募
集
期
間

　
３
月
３
日
（
金
）
〜
17
日
（
金
）

◦
閲
覧
場
所

　
市
役
所
本
庁
舎　
市
民
課
／
勝
沼
支
所
／
大

和
支
所
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◦
提
出
方
法

　

意
見
提
出
用
紙
ま
た
は
任
意
の
様
式
に
、

住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を
記
入
し
、
郵
便
、

電
子
メ
ー
ル
、
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法

に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
電

話
や
口
頭
に
よ
る
意
見
提
出
、
住
所
、
氏

名
お
よ
び
連
絡
先
が
記
入
さ
れ
て
い
な
い

場
合
は
お
受
け
い
た
し
か
ね
ま
す
。

◦
そ
の
他

・
住
所
、
氏
名
な
ど
個
人
に
関
す
る
情
報
は
、

公
表
し
な
い
こ
と
は
も
と
よ
り
、
他
の
目

的
で
使
用
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

・
ご
意
見
な
ど
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は
い

た
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
提
出
い
た
だ
い
た

原
稿
等
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課　
市
民
参
画
・
協
働
担
当

　
〒
４
０
４
‐
８
５
０
１

　
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
‐
１

　
☎
32
‐
５
５
８
３

　
oshim

in@
city.koshu.lg.jp
甲
州
市
空
家
等
対
策
計
画
（
案
）

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
募
集

　
市
で
は
、
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特

別
措
置
法
に
基
づ
く
「
甲
州
市
空
家
等
対
策
計

画
」
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
素
案
に
対

し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す
。

◦
募
集
期
間　
３
月
17
日
（
金
）
ま
で

◦
閲
覧
場
所

　
市
役
所
本
庁
舎　
政
策
秘
書
課
／
勝
沼
支

所
／
大
和
支
所
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◦
提
出
方
法

　

任
意
の
用
紙
へ
、
意
見
、
住
所
、
氏
名
、

連
絡
先
を
記
入
の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
政
策
秘
書
課　
地
域
創
生
推
進
担
当

　
〒
４
０
４
‐
８
５
０
１

　
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
‐
１

　
☎
32
‐
５
０
３
７

　
oinfo@

city.koshu.yam
anashi.jp

学
校
給
食
調
理
員
（
臨
時
職
員
）

募
集

◦
募
集
人
員　
２
名

◦
勤
務
場
所　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

◦
内　
容　
学
校
給
食
の
調
理
全
般

◦
時　
間

・
通
常　
午
前
８
時
～
午
後
４
時
45
分

・
早
番　
午
前
７
時
30
分
～
午
後
４
時
15
分

◦
休　
日

　
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

◦
賃　
金

　
日
額　
６
，
２
０
０
円

　
賞
与　
年
２
回　
※
通
勤
手
当
あ
り

◦
そ
の
他

　
有
給
休
暇
（
６
ヶ
月
勤
務
す
る
と
、
そ
の

後
１
年
間
で
10
日
）、
雇
用
、
公
災
、
健
康
、

厚
生
年
金
の
保
険
等
に
加
入
し
ま
す
。

問
総
務
課　
人
事
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
２
２
５・２
２
６
）

図
書
館
司
書 

募
集

◦
募
集
人
員　
３
名
程
度

◦
勤
務
場
所　
市
内
図
書
館

◦
内　
容　
図
書
館
業
務
全
般

◦
時　
間

・
通
常　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

・
遅
番　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
7
時
15
分

※
通
常
、
遅
番
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
あ
り

◦
休　
日

　
毎
週
２
日
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
・
年

末
年
始

◦
賃　
金

　
日
額　
６
，
２
０
０
円

　
賞
与　
年
２
回　
※
通
勤
手
当
あ
り

◦
そ
の
他

　
有
給
休
暇
（
６
ヶ
月
勤
務
す
る
と
、
そ
の

後
１
年
間
で
10
日
）、
雇
用
、
公
災
、
健
康
、

厚
生
年
金
の
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

問
総
務
課　
人
事
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
２
２
５・２
２
６
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

勝
沼
地
区
補
助
員　
募
集

◦
職　
種　
児
童
ク
ラ
ブ
補
助
員

◦
勤
務
要
件　

　
子
ど
も
の
保
育
に
関
す
る
こ
と
に
興
味
が

あ
り
、
お
お
む
ね
60
歳
く
ら
い
ま
で
の
方

◦
勤
務
場
所　
勝
沼
地
区
の
各
児
童
ク
ラ
ブ

◦
内　
容

　
指
導
員
に
欠
員
が
出
た
場
合
の
勤
務
で
、

　
週
１
～
３
日
程
度

◦
時　
間

・
平　
日　
正
午
～
午
後
７
時（
う
ち
６
時
間
）

・
土
曜
日
・
長
期
休
暇
中
な
ど

　
午
前
８
時
～
午
後
７
時
（
う
ち
８
時
間
）

※
勤
務
時
間
は
、
各
児
童
ク
ラ
ブ
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。

◦
締
切
日　
３
月
17
日
（
金
）

◦
そ
の
他

　
時
給
制
（
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。）

問
子
育
て
支
援
課　
児
童
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
８
１
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問
公
益
社
団
法
人
東
山
梨
地
区
広
域
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　
塩
山
事
務
所

　
☎
32
‐
４
１
１
０

第
11
回
甲
州
市
長
杯
卓
球
大
会

３
月
５
日
（
日
）

午
後
１
時　
開
会
式

塩
山
北
小
学
校　
体
育
館

甲
州
市
在
住
者

◦
試
合
形
式

・
男
女
、
年
齢
、
競
技
歴
を
考
慮
し
た
ハ
ン

デ
戦
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
順
位

を
決
定
し
ま
す
。

・
硬
式
球
を
使
用
し
、（
財
）
日
本
卓
球
協
会

に
よ
る
現
行
卓
球
ル
ー
ル
を
準
用
し
ま
す
。

・
男
女
間
は
、
２
点
／
セ
ッ
ト
の
ハ
ン
デ
。

・
中
学
生
と
一
般
（
高
校
生
以
上
）
の
間
は
、

２
点
／
セ
ッ
ト
の
ハ
ン
デ
。

・
一
般
（
高
校
生
以
上
）
と
県
大
会
出
場
レ

ベ
ル
者
と
の
間
は
、
２
点
／
セ
ッ
ト
の
ハ

ン
デ
。

◦
主　
催

　
甲
州
市
教
育
委
員
会
、
甲
州
市
体
育
協
会

卓
球
部
、
甲
州
市
卓
球
協
会

◦
締
切
日　
３
月
３
日
（
金
）

問
甲
州
市
体
育
協
会
卓
球
部　
高
野
浩
一

　
〒
４
０
４
‐
０
０
４
１

　
甲
州
市
塩
山
千
野
３
６
８
０
‐
１

　
☎
０
９
０
‐
５
５
０
０
‐
１
９
５
９

：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

平
成
29
年
度
市
民
農
園
（
一
葉
や

さ
い
文
学
園
）
利
用
者
募
集

市
民
農
園
で
野
菜
な
ど
を
作
っ
て
み
た
い
方

◦
使
用
料

・
区
画
面
積
32
㎡
：
３
，
８
８
０
円
／
年
額

・
区
画
面
積
40
㎡
：
５
，
１
８
０
円
／
年
額

※
使
用
料
は
月
割
り
計
算
い
た
し
ま
す
。

◦
募
集
期
間

　
３
月
１
日
（
水
）
～
24
日
（
金
）

◦
貸
出
日

　
４
月
１
日（
土
）～
平
成
30
年
３
月
31
日（
土
）

◦
募
集
方
法

　
本
庁
舎
産
業
振
興
課
農
地
担
当
で
申
請
用

紙
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
（
印
鑑
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
）。

　
１
世
帯
１
区
画
の
使
用
と
し
ま
す
。

　
申
請
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
産
業
振
興
課　
農
地
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
２

第
11
回
甲
州
市
市
長
旗
争
奪
家
庭

婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
結
果

　
甲
州
市
体
育
協
会
は
、
２
月
12
日
、
塩
山

体
育
館
で
、第
11
回
甲
州
市
長
旗
争
奪
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
市
内
各
地

域
か
ら
21
チ
ー
ム
、
約
２
２
０
人
の
参
加
に

よ
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
優　
勝　
下
於
曽
東

　
準
優
勝　
熊
野

　
３　
位　
東
雲
／
萩
原

問
生
涯
学
習
課　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
８

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
エ
イ
ム
ズ
市

訪
問
団
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

６
月
上
旬
（
予
定
）

◦
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
対
象
者

　
エ
イ
ム
ズ
市
民
訪
問
団
大
人
20
名
程
度

甲
州
市
滞
在
中
の
宿
泊
と
食
事

　
（
主
に
朝
食
、
夕
食
）

※
滞
在
期
間
は
５
日
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

訪
問
団
員
は
、
日
中
は
甲
州
市
国
際
交
流

委
員
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
ま
す
。

エ
イ
ム
ズ
市
の
方
々
と
の
交
流
な
ど
、
国

際
色
豊
か
な
体
験
が
で
き
ま
す
。

◦
応
募
方
法

　

３
月
24
日
（
金
）
ま
で
に
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
甲
州
市
国
際
交
流
委
員
会
事
務
局

　
市
民
課　
市
民
参
画
・
協
働
担
当

　
☎
32
‐
５
５
８
３

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

働
き
ま
せ
ん
か　
入
会
説
明
会
開
催

３
月
10
日
（
金
）　
４
月
14
日
（
金
）

　
５
月
12
日
（
金
）　
６
月
９
日
（
金
）

　
７
月
14
日
（
金
）

各
日
午
後
１
時
30
分
～

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　
塩
山
事
務
所

（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
事
務
所
内
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
内
容
、
就
業

の
仕
方
な
ど
の
説
明
。

◦
主
な
仕
事
内
容

　
除
草
、
剪
定
、
清
掃
な
ど
の
軽
作
業
、
農

作
業
の
手
伝
い
、
家
事
手
伝
い
な
ど

概
ね
58
歳
以
上
で
、
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
方

第
１
回
体
の
使
い
方
講
座
参
加
者
募
集

～
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
に
は
？
～【
無
料
】

３
月
18
日
（
土
）

午
前
９
時
～

勝
沼
体
育
館

ボ
ー
ル
を
投
げ
る
の
が
苦
手
な
子
ど
も（
幼

児
・
小
学
生
）・
保
護
者
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
員
・
保
護
者
お
よ
び
関
係
者

投
げ
方
、
遠
く
・
早
く
投
げ
る
方
法
、
肩

ひ
じ
な
ど
障
害
を
未
然
に
防
ぐ
方
法
な
ど

室
内
履
き
、
タ
オ
ル

◦
講　
師　
小
池　
龍
次
郎
氏

　
（
社
）
日
本
ス
ポ
ー
ツ
基
本
動
作
審
議
会
代

表
理
事

◦
申
込
方
法

　
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
住
所
、
氏
名

年
齢
、
連
絡
先
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま

た
団
体
の
場
合
は
、
代
表
者
、
チ
ー
ム
名
、

人
数
の
み
で
結
構
で
す
。

◦
主　
催

　
山
梨
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会

　
東
山
梨
支
部

◦
後　
援

　
甲
州
市
教
育
委
員
会
、
山
梨
市
教
育
委
員
会

問
山
梨
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
東
山
梨

支
部　
中
村

　
☎
０
９
０
‐
８
９
４
５
‐
７
７
４
８

　
☎
／
ＦＡＸ
32
‐
１
６
９
９

　
okosyu_sports_club@

yahoo.co.jp

塩山駅南口
市民ギャラリー
３月６日（月）
　～４月２日（日）
塩山文化協会の華
道部による作品を
展示します。

※展示内容・期間につき
ましては、変更になる
場合もあります。



暮
ら
し
の
情
報

平成 29年 3月 26

ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室
開
催
！
【
無
料
】

１
回
目　
３
月
16
日
（
木
）

　
２
回
目　
３
月
23
日
（
木
）

※
１
回
の
み
で
も
参
加
可
能
で
す
。

両
日
と
も
、
午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

　
（
受
付
７
時
15
分
か
ら
）

甲
州
市
民
文
化
会
館　
大
会
議
室

◦
定　
員　
40
人

◦
効　
果

　
お
腹
の
深
層
に
あ
る
筋
肉
や
肩
甲
骨
周
り

の
筋
肉
な
ど
、
自
分
自
身
の
身
体
に
意
識

を
向
け
て
運
動
し
ま
す
！

室
内
履
き
・
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
大
き
め
の
タ

オ
ル
）・
水
分
補
給
ド
リ
ン
ク

◦
講　
師　
根
津　
弘
美
氏

◦
申
込
方
法

　

３
月
４
日
（
土
）
か
ら
当
日
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
甲
州
市
民
文
化
会
館
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
月
曜
・
祝
日
・
休
館
日
は
除
く

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課　
公
民
館
担
当

　
☎
32
‐
１
４
１
１

公
民
館
カ
フ
ェ

「
好
き
な
こ
と
が
力
に
な
る
講
座
」

講
師
と
参
加
者
が
気
軽
に
語
る
中
で
「
で

き
る
こ
と
」・「
楽
し
む
こ
と
」
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
方
法
や
個
々
の
持
つ
魅
力
を
引
き

出
す
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
こ
と
を
笑
顔
が
す

て
き
な
お
２
人
か
ら
学
び
ま
す
。

〇
第
１
回
「
踏
み
出
す
一
歩
」

３
月
８
日
（
水
）

午
後
７
時
～

甲
州
市
民
文
化
会
館　
第
２
研
修
室

◦
講　
師　
岩
間　
弘
子
氏

　
「
ケ
ル
ン
コ
ー
ヒ
ー
い
ち
の
み
や
店
」
オ
ー
ナ
ー

〇
第
2
回
「
人
が
好
き
、
こ
こ
が
好
き
」

３
月
19
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
～

甲
州
市
民
文
化
会
館　
第
２
研
修
室

◦
講　
師　
三
枝　
貴
久
子
氏

　
縁
側
カ
フ
ェ
「
や
ま
い
ち
」
オ
ー
ナ
ー

各
２
０
０
円

問
生
涯
学
習
課　
公
民
館
担
当

　
☎
32
‐
１
４
１
１

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
だ
よ
り

〇
企
画
展
【
峡
東
の
土
偶
】

５
月
29
日
（
月
）
ま
で

甲
州
市
宮
之
上
遺
跡
出
土
土
偶
、
笛
吹
市

桂
野
遺
跡
出
土
土
偶
、
釈
迦
堂
遺
跡
出
土

土
偶
他

〇
釈
迦
堂
を
楽
し
も
う

　
市
内
在
住
の
小
学
生
は
利
用
券
提
示
（
新

小
学
１
年
生
は
窓
口
で
お
伝
え
下
さ
い
）

で
、
本
人
と
同
伴
の
ご
家
族
が
入
館
無
料

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
釈
迦
堂
ふ
ぁ
ん
ク

ラ
ブ
会
員
（
年
会
費
１
，
０
０
０
円
）
も

募
集
し
て
お
り
ま
す
。
釈
迦
堂
を
お
気
に

入
り
の
場
所
と
し
て
楽
し
く
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館　
☎
47
‐
３
３
３
３

歴
史
講
演
会「
武
田
氏
滅
亡
」【
無
料
】

～
平
山
優
氏

　
　
　
武
田
氏
終
焉
の
地
で
語
る
～

３
月
25
日
（
土
）

午
後
０
時
30
分　
開
場

　
午
後
１
時
～
２
時
30
分

大
和
ふ
る
さ
と
会
館

◦
講　
師　
平
山　
優
氏

　
平
成
28
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

　
「
真
田
丸
」
の
時
代
考
証
を
担
当

問
大
和
ふ
る
さ
と
会
館　

☎
48
‐
２
９
２
１

平
成
28
年
度　
甲
州
市
農
業
振
興

協
議
会　
講
演
会
【
無
料
】

3
月
15
日(

水
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

甲
州
市
民
文
化
会
館　
大
会
議
室

第
１
部

　
注
目
が
高
ま
る
農
産
物
の
認
証
制
度
の「
Ｇ

Ａ
Ｐ
」
と
は
何
で
す
か
？

◦
講　
師　
武
田　
泰
明
氏

　
（
ア
ジ
ア
Ｇ
Ａ
Ｐ
総
合
研
究
所　
所
長
）

　
第
２
部

　
世
界
市
場
に
目
を
向
け
た
日
本
の
果
実
農
業

に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

◦
定　
員　
１
０
０
名

※
ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

問
産
業
振
興
課　
果
樹
農
林
担
当

☎
32
‐
５
０
９
２

児
童
セ
ン
タ
ー・イ
ベ
ン
ト【
無
料
】

○
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー
○

～
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
「
親
子
で
ゆ
っ
く
り
肌
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し

も
う
」

３
月
６
日
（
月
）

午
前
10
時
30
分
～

塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

１
歳
以
下
の
子
と
親

バ
ス
タ
オ
ル

問
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
33
‐
７
９
０
０

○
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館
○

～
ベ
ビ
ー
ス
キ
ン
ケ
ア
講
座
～

　
「
お
肌
乾
燥
注
意
報
！
保
湿
ケ
ア
＆
ク
リ
ー

ム
の
選
び
方
」

３
月
17
日
（
金
）

午
前
10
時
30
分
～

東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

筆
記
用
具
・
バ
ス
タ
オ
ル

問
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

　
☎
44
‐
３
７
２
３

無
料
法
律
相
談
【
要
予
約
】

３
月
15
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー　
１
階　
会
議
室

甲
州
市
民

◦
定　
員　
６
名
（
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

※
３
月
６
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
予

約
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設
け

る
た
め
、
回
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

無
料
消
費
生
活
相
談
【
要
予
約
】

３
月
31
日
（
金
）

午
前
の
部　
午
前
９
時
～
正
午

　
午
後
の
部　
午
後
１
時
～
４
時

市
役
所
本
庁
舎　
１
階　
市
民
相
談
室

甲
州
市
民
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：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

◦
定　
員　
12
名
（
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

消
費
生
活
関
連
、
架
空
請
求
、
訪
問
販
売
等

に
関
す
る
消
費
者
保
護
手
続
、
サ
ラ
金
、
多

重
債
務
、
相
続
、
遺
言
、
相
隣
関
係
、
労
働

契
約
、
社
会
保
険
に
関
す
る
相
談
な
ど

※
３
月
６
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
予

約
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
相
談
す
る
事
項
を
よ
く
整
理
し
、
関
係
書

類
等
を
お
持
ち
下
さ
い
。

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

合
同
相
談
【
予
約
不
要
・
無
料
】

３
月
９
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
１
会
議
室

甲
州
市
民

※
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
毎
月
開
催
し
て

い
ま
す
。
行
政
、
人
権
、
家
庭
の
こ
と
で

お
悩
み
の
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

大
和
地
域
行
政
相
談

　
　
　
　
　
　
【
予
約
不
要・無
料
】

３
月
17
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

大
和
ふ
る
さ
と
会
館　
２
階　
研
修
室
３

甲
州
市
民

※
行
政
に
関
わ
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、

こ
の
機
会
に
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

平
成
29
・
30
年
度

甲
州
市
消
費
生
活
協
力
員
募
集

　
市
で
は
、
消
費
者
の
苦
情
相
談
お
よ
び
意

見
に
関
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
立
し
、
こ

れ
を
消
費
者
行
政
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、

関
係
行
政
機
関
と
連
絡
し
て
よ
り
一
層
の
推

進
を
図
る
た
め
に
消
費
生
活
協
力
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

◦
内　
容

・
地
域
に
お
け
る
消
費
者
の
苦
情
を
市
に
報

告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
市
が
実
施
す
る
研
修
会
、啓
発
活
動（
市
内
）

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◦
応
募
資
格

・
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方
で
、
消
費
者

問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
意
欲
が
あ
る

方
。（
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。）

・
市
が
実
施
す
る
研
修
会
、啓
発
活
動（
市
内
）

に
参
加
す
る
こ
と
が
可
能
な
方
。

◦
募
集
人
員　
若
干
名

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
地
域
バ
ラ
ン
ス

な
ど
を
考
慮
し
て
選
考
し
ま
す
。

※
選
考
結
果
は
３
月
中
に
通
知
し
ま
す
。

◦
任　
期

　
平
成
29
年
４
月
１
日
～
平
成
31
年
３
月
31

日
ま
で

◦
謝　
礼　
年
額　
４
，
５
０
０
円
で
す
。

※
研
修
会
の
参
加
に
要
す
る
経
費
な
ど
を
含

み
ま
す
。

◦
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、

年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
、
職
業
、
応
募

理
由
を
記
入
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
市
民
課
市
民
生
活
担
当
窓

口
に
あ
り
ま
す
。

◦
締
切
日　
３
月
17
日
（
金
）

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

市
民
バ
ス
の
変
更

○
甲
州
市
デ
マ
ン
ド
バ
ス

　

４
月
３
日
（
月
）
よ
り
、
甲
州
市
デ
マ
ン

ド
バ
ス
の
運
行
エ
リ
ア
が
変
更
と
な
り
ま

す
。
勝
沼
地
域
の
一
部
が
追
加
と
な
り「
勝

沼
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
」・「
く
ろ
が
ね
や

前
」
の
停
留
所
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

○
市
民
バ
ス
（
路
線
バ
ス
）

　

４
月
１
日
（
土
）
よ
り
甲
州
市
市
民
バ
ス

の
時
刻
表
が
改
定
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
甲
州
市
バ
ス
ナ
ビ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　
ご
不
明
な
点
は
、
市
民
課
市
民
生
活
担
当

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

介
護
者
の
会
『
四
つ
葉
の
会
』

例
会
の
お
知
ら
せ

３
月
10
日
（
金
）　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
介
護
者
同
士
の
交
流

会会
員
、
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
方
、
介
護

に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
方　

甲
州
市
民
文
化
会
館　
第
１
研
修
室

◦
申
込
方
法

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、３
月
９
日（
木
）

ま
で
に
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
参
加
に
あ
た
り
、
交
通
手
段
に
お
困
り
の

方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）
☎
32
‐
５
６
０
０

障
害
者
生
活
支
援
相
談
【
要
予
約
】

〔
時
間
外
相
談
日
〕

水
曜
日
（
午
後
５
時
15
分
～
７
時
）

　
３
月
１
日
、
８
日
、
15
日
、
22
日
、
29
日

土
曜
日
（
午
後
１
時
～
４
時
）

　
３
月
４
日
、
11
日
、
18
日
、
25
日

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

障
害
者
陶
芸
教
室

３
月
14
日
（
火
）

午
後
１
時
～

◦
定　
員　
15
名
程
度

材
料
費　
１
０
０
円

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
窓
口

３
月
21
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

※
毎
月
第
３
火
曜
日
開
設
予
定

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
事
務

　
（
市
役
所
本
庁
舎　
地
下
１
階
）

☎
０
５
０
‐
８
０
０
２
‐
５
１
２
２

　
（
開
設
日
の
み
）

問
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
44
‐
２
６
１
２
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農振除外申出の
受付を行います

３月１日
～３月２４日

　農業振興地域の整備に関する法律（以下「農振法」という。）に基づく農用地区域内の農地を宅地等に利用
したい場合には、農業委員会に農地転用申請をする前に、農振法に基づく農振除外の許可が必要となります
ので、次のとおり申し出の受け付けを行います。
　なお、平成２９年度は農業振興地域整備計画の総合見直しが予定されており、その期間中は農振除外の受
け付けを行いません。農振農用地区域内の農地における具体的な事業計画がある場合は、早めにご相談いた
だき、受け付け期間内の申請をお願いします。

■事前相談
　農振除外はすべての農地で出来るわけではありません。除外できる可能性がある農地なのか事前に産業振
興課農地担当までご相談ください。また、申出書作成には時間がかかりますので、事前の相談はお早めに
お願いします。書類の作成が間に合わないと翌年までお待ちいただくことになります。

■期　間　３月１日 ( 水 ) ～２４日 ( 金 )　
　　　　※受付期間終了後の受け付けはいたしません。
■提出先　産業振興課　農地担当
　　　　　午前８時３０分～午後５時１５分
　　　　　（土曜日・日曜日・祝祭日は除く）
■対象の農地　具体的な計画（住宅建築等）があり、許可後１年以内に転用申請するものについて、他に代
替する土地がなく、集団的農用地や農業振興計画への支障が無い必要最小限の農地で概ね１０，０００㎡未
満の申し出を対象とします。※除外は必要最小限ですので、計画に必要な面積を算出してください。
■申出書類について
　申出書は産業振興課窓口または甲州市のホームページ（http://www.city.koshu.yamanashi.jp/）からダ
ウンロードもできます。
■注意事項
・既に除外されている農地を所有している場合は、そちらの土地を使用することが優先となります。また、
所有の除外されている農地は農振農用地へ編入させていただきます。
・土地基盤整備・土地改良事業等（畑地帯総合整備事業など）に係る地区内の農地については事業が完了し
た翌年度から起算して８年間は除外できません。
・その他詳細については産業振興課農地担当までお問合せください。
※申出した農地が必ず除外できるとは限りませんので、ご承知おきください。
※既に除外されている農地の農振農用地への編入も受付します。
◆お問い合わせ先　産業振興課　農地担当　☎３２‐５０９２

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員　
ピ
ア
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談【
要
予
約
】

◦
視
覚　
石
原
テ
ル 

氏　

 

☎
33
‐
２
４
８
９

◦
聴
覚　
遠
藤
養
蔵 

氏　

 

ＦＡＸ
33
‐
９
１
９
２

◦
肢
体　
羽
村
千
鶴 
氏
（
肢
体
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

 
☎
32
‐
１
２
２
４

　
　
　
　
中
村
安
孝 

氏
（
脳
原
性
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

 
☎
44
‐
２
２
４
０

◦
知
的
障
害
児
保
護
者

　
　
　
　
田
中
美
津
江 

氏 

☎
32
‐
３
１
２
０

◦
知
的　
雨
宮
さ
つ
き 

氏 

☎
32
‐
０
２
８
５

※
相
談
日
・
時
間
帯
に
つ
い
て
、
ま
た
来
所
で

き
な
い
方
に
つ
い
て
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

こ
こ
ろ
の
専
門
相
談
【
要
予
約
】

〔
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談
〕

３
月
15
日
（
水
）

午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

◦
締
切
日　
３
月
８
日
（
水
）

〔
臨
床
発
達
心
理
士
に
よ
る
相
談
〕

毎
月
第
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第
３
火
曜
日

午
前
中

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー
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フットパス
武田の金山採掘を総括した金山衆の屋敷を訪ねる

3月 4日 ( 土 ) 雨天中止　 午前８時３０分～正午
市役所本庁舎　東側駐車場 (集合 )
菅田天神社、わだつみ平和文庫、於曾屋敷、田辺屋敷
７００円（ガイドブック、保険代、お菓子代）
◦定　員　３０名
問フットパス楽校甲州市
　☎０８０－１２２３－８３０２（申込）
　☎０９０－８８９１－３９１５（お問い合わせ）

平成２９年度『狂犬病予防注射』
　狂犬病予防注射を４月から５月にかけて市内各会場で実施しま
す。登録している犬の飼い主宛にお知らせハガキが３月下旬に届き
ますので、会場の確認をして必ず接種をしてください。
　なお接種する会場には、お知らせハガキを必ず持参してください。

○注射料金は以下のとおりです。会場でお支払いの際は、おつりの
ないようにご協力お願いします。

◎料金について（一頭につき） ３，５００円
（内訳） 狂犬病予防注射手数料

注射済票代
２，９５０円
５５０円

※集団注射会場の見直しで、会場の統合や時間の変更をしております。
お近くの会場についてご確認していただき、ご都合のよい時間や場所
での接種をお願いいたします。

※注意事項
・新たに犬を飼育する場合は新規登録料として３，０００円（別途）必要に
なります。

・注射の際に犬が興奮しますので、必ず制御できる方が同伴してください。
・注射会場へ来られない場合はかかりつけの動物病院でも接種できます。
・飼い犬に年１回の狂犬病予防注射を接種することは法律で義務付けられ
ています。

◆お問い合わせ先
　市役所本庁舎　環境政策課　☎３２－２１１１（内２４３、２４４）
　勝沼支所　市民福祉担当　　☎４４－１１１１（内２２）
　大和支所　市民福祉担当　　☎４８－２１１１（内１２）

ある～く こうしゅう　３月４月イベント情報

第３回　基礎から学ぶウォーキング教室
「見つけよう！楽しめるウォーキング」【無料】

３月１２日（日）小雨決行
午前９時１５分～１１時３０分
甲州市民文化会館（集合）
塩山地区コース（２ｋｍ・３，５ｋｍから選択）
　正しい歩き方、靴の履き方、疲れを残さないストレッチ
歩きやすい服装、靴、リュック、カッパ、飲み物、
　タオルなど
◦定　員　５０名　※事前にお申し込みください。
問健康増進課　☎３２－５０１４

第４回　基礎から学ぶウォーキング教室
「自然満喫ウォーキング」【無料】

４月８日（土）小雨決行　
午後１時１５分～３時３０分
勝沼市民会館（集合）
勝沼地区コース（２ｋｍ・４ｋｍから選択）
　正しい歩き方、靴の履き方、疲れを残さないストレッチ
歩きやすい服装、靴、リュック、カッパ、飲み物、
　タオルなど
◦定　員　５０名　※事前にお申し込みください。
問健康増進課　☎３２－５０１４

男み
ん
な女

で
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に
な
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笑
顔
の
甲
州
市

甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
（
家
庭
部
会
）

◆
◆
◆
男
性
料
理
教
室
が
今
年
も
大
成
功
◆
◆
◆

　
「
家
事
場
の
パ
パ
ヂ
カ
ラ
」
を
見
せ
ち
ゃ
お
う
！
を
テ
ー
マ
に
、
今
年
も
恒
例
の
男
性
の
料
理

教
室
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
の
講
師
は
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
の
榊
原
先
生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
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ー
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で
作
る
簡
単
チ
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ー
ハ
ン
』『
も
ち
も
ち
ぷ
る
ぷ
る
水
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子
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グ
ル
ト
の
柿
ジ
ャ
ム
の
せ
』
で
し
た
。
家
庭
に
あ
る
食
材
で
誰
で
も
簡
単
に
、で
も
ち
ょ
っ
と
リ
ッ

チ
な
料
理
の
作
り
方
を
丁
寧
に
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。。
参
加
さ
れ
た
皆
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れ
な
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き
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、
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み
な
が
ら
和
気
あ
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あ
い
と
調
理
し
、
ど
の
メ
ニ
ュ
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驚
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美
味
し
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「
こ
れ
を
家
で
作
っ
た
ら
、
み
ん
な
喜
ぶ
だ
ろ
う
な
あ
」
と
大
満
足
で
し
た
。

　
家
族
や
友
人
に
日
頃
の
感
謝
を
料
理
で
伝
え
る
良
い
き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
り
ま
し
た
。

第 12回上条集落見学会【無料】

3月 26日 ( 日 )　 午前 10時～
福蔵院　駐車場 (集合 )
江戸時代からの風景が保存されている重伝建地区を
　ご案内します。
※歩きやすい服装でご参加ください。
※昼食をご持参ください。
◦締切日　3月 21日 ( 火 )
問文化財課　☎３２- ５０７６　FAX３２－５１７２
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３月１日は山梨いのちの日です
　この時期は、進学や就職の関係などで生活が変わりやすく、身体や心の体調を崩しやすくなります。
ご自身や身近な方の大切ないのちを守るために、心と身体からＳＯＳサインが出ていないか確認をしましょう。

市道下塩後２２号線
３月２１日（火）に開通します。
　市道下塩後２２号線 ( 熊野・下於曽工区 ) は、国道
４１１号（ナフコ塩山店北側）から県道白井甲州線 (望
月寝具店東）をつなぐ市内における主要路線として、
また近隣小学校の通学路としての活用や緊急車両の現
場到達時間の短縮が図るために整備を行ってまいりま
した。このたび、供用開始に先立ち関係者による開通
式を執り行い、一般の方の通行は午前１１時頃からと
なります。
◆お問い合わせ先
　建設課　道路整備担当　☎３２‐５０７６

●ファミリー
　マート

●ケーズデンキ塩山店

望月●
寝具店

東山梨●
消防本部

●ナフコ
　塩山店

塩山バイパス 国道 411号

主要地方道
白井甲州線
至塩山駅

市
道
下
塩
後
22
号
線

供用開始区間
（市道下塩後 22号線
下於曽・熊野工区）

信号機が新しく
設置されます。

C

こころの悩み　相談窓口
相談窓口 電話番号 受付時間

甲州市役所
福祉あんしん相談センター ☎３２－０２８５

平日 　８：３０～１７：１５
（水のみ） 　　　　　～１９：００
土 １２：００～１７：００

こころの健康相談統一ダイヤル
（自殺防止電話相談） ☎０５７０－０６４－５５６

平日 　９：００～１６：００
（夜間）火～土 １６：００～２２：００

山梨県自殺防止センター ☎０５５－２５４－８６５１ 平日 　８：３０～１７：１５
精神保健福祉センター ☎０５５－２５４－８６４４ 平日 　８：３０～１７：１５

ストレスダイヤル ☎０５５－２５４－８７００
平日 　９：００～２１：１５
休日 １１：００～１９：３０

山梨いのちの電話 ☎０５５－２２１－４３４３ 火～日 １６：００～２２：００

もし、
まわりの人が
悩んで
いたら・・・

●表情が硬く、元気がない
●体調不良の訴え ( 身体の痛みや倦怠感 )
　　が多くなる
●仕事や家事の能率が低下、ミスが増える
●なにをするにも、億劫になる
●遅刻、早退、欠勤 ( 欠席 ) が増加する　
●お酒やたばこの量が増える　など

こころのＳＯＳサイン
●気分が沈む、自分を責める、仕事の能率
が落ちる、決断できない、不眠が続く

●原因不明の身体の不調が長引く
●お酒の量が増える
●安全や健康が保てない
●役割や負担が急に増える、大きな失敗を
する、重症の身体の病気にかかる　など

いのちのＳＯＳサイン

気づく　家族や仲間の変化（こころといのちのＳＯＳサイン）に気づい
たら声をかけましょう。

見守る　1 人で悩みを抱えている人は、孤独感や絶望感を感じています。
本人を責めたり、安易に励ましたり、本人の考えを否定するこ
とはしないで、本人が話すようなときは、ゆっくり話を聴いて
あげましょう。

つなぐ　相談を受け難しいと感じたら、1 人で抱え込まず早めに専門の
相談窓口につなげましょう。
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日下部警察署からのお知らせ

★お問い合わせ先★
　勝沼図書館	 ☎４４‐３７４６
　塩山図書館	 ☎３２‐１５０５
　大和図書館	 ☎４８‐２９２１
　甘草屋敷子ども図書館	 ☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　http://www.lib -koshu.jp/

としょかん
つうしん

◆お問い合わせ先　日下部警察署　☎２２‐０１１０

◆知的書評合戦ビブリオバトル
　　　　ＩＮ 塩山　小中学生大会②
■日時　３月２５日（土）
　　　　午前１０時３０分～１１時３０分
■会場　甲州市民文化会館　ロビー
■発表者対象　小学４年生～中学生　５名（残席わずか）
　当日の観戦は自由です。時間までにお集まりくださ
い。昨年５月の第１回大会では、５名の小中学生が熱
いバトルを繰り広げ、塩山南小の児童が紹介してくれ
た『ふしぎ駄菓子屋銭天堂』がチャンプ本に選ばれま
した♪今回はどんな本が紹介されるのかお楽しみに！

◆塩山図書館及び子ども図書館
　　蔵書点検による休館のお知らせ
＊塩山図書館　　３月１日（水）～３月１０日（金）
＊子ども図書館　３月１日（水）～３月７日（火）

◆マジックポッケ春のお話会
■日時 ３月５日（日）午前１０時３０分～　
■会場　大和ふるさと会館　研修室２
　読み聞かせボランティア「マジックポッケ」のみ
なさんによる、幼児から小学校低学年の皆さんに贈
る春の楽しいおはなし会です♪

◆春のおはなしフェスタ
　勝沼人形劇団「ぶどうの実」公演
■日時 ３月２６日（日）　午後２時～　
■会場　勝沼図書館
　楽しくて、なんだか元気がわいてくる！
　そんなぶどうの実さんの、図書館だけのスペシャ
ル公演です！

◆甘草屋敷子ども図書館第５１回企画展・
　２０１７東日本大震災復興支援イベント
　『ハイパーレスキュー！災害現場へ走れ！』
　　　　　　　　　　　　写真パネル展
　３月２６日（日）まで開催中。

◆平成２９年度カムカムクラブ
　　　　　　　　　　　会員募集！
　勝沼図書館『子ども読書クラブ・カムカムクラブ』
の来期生を募集します。
◎募集対象　小学校３・４年生（定員２０名）
◎申込み　４月１日 (土 ) １０時より電話にて受付
　　　　　開始。詳しくは勝沼図書館まで。

◆図書館友の会より図書献本のお願い
　４月のブックフリーマーケットに向けて、市民の皆様からの図書の献本をお待ちしています。
【募集図書】児童書・絵本・一般読み物（文庫・新書も可）・一般実用書等（２０１２年版以降の物）
【持ち込み先】事前に電話連絡の上、塩山図書館までお持ちください。
◎ブックフリーマーケット＆雑誌リサイクル市
■日時　４月２２日（土）　午前１０時〜午後４時　　　■会場　甲州市民文化会館　ロビー

火災多発 !  火の用心 !
　日下部警察署管内では１２月・１月の２ヶ月間に、５
件の火災が発生しました。消火活動による、負傷した方
もいます。空気が乾燥し、風が強いこの時期は火災が発
生しやすくなりますので、十分注意しましょう。
　万一、燃え広がった場合は、すぐに１１９番通報して
ください。

◦火を使うときはその場を離れない
◦ストーブなどの近くに燃えやすい物
　を置かない
◦風が強い日は、たき火などはしない

緊急！交通死亡事故多発！
交通事故は他人事ではありません
　新年に入り、県内では６件（２月１日現在）の交通死
亡事故が発生しました。そのうち、３件は歩行者が犠牲
となっています。事故の発生時間をみると、夕方から夜
にかけての時間帯が３件となっています。

交通事故に遭わない、起こさないために
1 早めにライトを点灯しましょう
2 ハイビームは積極的に使いましょう
3 歩行者は明るい色の服を着て、反射材をつけましょう

みんなの心がけで悲しい
交通事故をなくそう！
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乃ちゃん（１歳）

１歳の誕生日おめでとう。我が家の
アイドル♡たくさん笑って、たくさ
ん食べて元気にすくすく育ってね。

父・英也さん、母・夏輝さん
（上於曽）

わが家のスター広
報
こ
う
し
ゅ
う
発　
行
／
平
成
29
年
３
月
１
日

編　
集
／
甲
州
市
役
所　
政
策
秘
書
課　
秘
書
・
広
聴
広
報
担
当

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
／http://w

w
w

.city.koshu.yam
anashi.jp

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
／info@

city.koshu.yam
anashi.jp

世帯と人口 （２０１７．２．１現在）
（　）内は前月比 人口 ３２，８２３人（−６１）　男 １５，８７３（−２５）　女 １６，９５０人（−３６）　世帯数 １３，２１３世帯（−２７）
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李ちゃん（９ヶ月）

生まれてきてくれてありがとう。
ニコニコ笑顔でみんなも幸せ♡
日々成長でこれからも楽しみです。

父・瑶平さん、母・成美さん
（赤尾）
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々子ちゃん（１歳）

好奇心旺盛で、毎日新しい発見を
して、大喜びしているね。これか
らも元気で、大きくなってね。

父・裕樹さん、母・洋美さん
（上井尻）


